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基本戦略１　　知る　　　　基盤となる情報の継続的な収集・整備

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生物多様性に関する情報の収集・発信の体制構築
 1) 情報の収集・発信の核となる体制の構築

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

環境共生課：情報の収集・
発信の核となる体制の構
築等（庁内への定期的な関
連調査の照会とデータ提
供依頼、データベースの整
理）
博物館：生物等に関わる専
門的調査や助言及び関連
論文等の収集
環境総合センター：地域の
生物多様性や環境問題に
ついての体験学習による
情報発信等
動植物園：生物の展示や
解説、また絶滅危惧種の
域外保全の取組等を通し
て、熊本の生物多様性に
関する普及啓発・情報発信
等。

熊本市全
域

・庁内の関係各課に対し
て、関連事業の進捗状況
調査を実施。

・熊本博物館、環境総合セ
ンター、動植物園の4課で
集まり、生物多様性の推進
に向けた協議の場（4課連
携プロジェクト）でのWeb協
議を継続し、生物多様性に
関する知識や環境教育の
手法に関するスキル向上
を目的とした担当者研修を
実施（立田山での観察
会）。

・熊本の自然環境や市民
活動に関する情報発信の
拠点として、多くの人が訪
れる熊本市動植物園（動物
資料館）に、生物多様性情
報コーナーを設置（常設）。

・庁内の関係各課に対し
て、関連事業の進捗状況
調査を実施予定。

・熊本博物館、環境総合セ
ンター、動植物園の4課で
集まり、生物多様性の推進
に向けた協議の場（4課連
携プロジェクト）での協議を
継続し、生物多様性に関す
る知識や環境教育の手法
に関するスキル向上を目
的とした担当者研修を実施
予定（身近な外来種）。

・熊本の自然環境や市民
活動に関する情報発信の
拠点として、多くの人が訪
れる熊本市動植物園（動物
資料館）に、生物多様性情
報コーナーを設置（常設）。

0 0

・イベント等の開催方法に
ついては、新しい生活様式
に適応した検討が必要。
・熊本博物館や動植物園マ
スタープランの策定等を踏
まえ、情報の蓄積・収集・
発信の手法等を含めた体
制の検討が必要。
・4課連携プロジェクト以外
の部署（区役所等）との連
携・各部署での取組に関す
る情報共有の推進が課
題。
・熊本市動植物園（動物資
料館）以外にも、生物多様
性情報コーナーが設置でき
ないか検討が必要。

継続 無

環境局

経済観光
局

教育委員
会

環境共生
課
環境総合
センター

動植物園

熊本博物
館

江津湖一
帯

金峰山系

江津湖に生息する生物の
モニタリングと情報収集を
実施した。

5月から12月の間、金峰山
某所で自動撮影装置によ
る哺乳類モニタリングを実
施した。

江津湖に生息する生物の
モニタリングと情報収集を
実施する。

5月から12月の間、金峰山
某所で自動撮影装置によ
る哺乳類モニタリングを実
施する。

0 0

江津湖に関しては、環境共
生課と協働して実施する魚
類調査に加え、他の生物
の調査や情報収集は随時
実施していく。
金峰山に関しては、これま
でどおり主に自動撮影装置
を用いて実施する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

独自の環境ポータルサイト
を立ち上げ、市民への情報
提供のほか、情報把握等
ができる環境整備を行う。

熊本市全
域

環境局のサイトのさらなる
充実を図り、閲覧者の利便
性向上とアクセス数アップ
を目指す。

環境局のサイトのさらなる
充実を図り、閲覧者の利便
性向上とアクセス数アップ
を目指す。

0 0

環境局のサイトのさらなる
充実を図り、閲覧者の利便
性向上とアクセス数アップ
を目指す。

休止

リ
ニュー
アル

無

環境局 環境政策
課

 2) 市民が活用できる情報の収集・共有方法（いきものマップなどの地図化、ウェブサイトでの発信等）の検討

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

市内に生息するいきものの
情報を一元化して庁内GIS
に落とし込み、環境に配慮
した工事施工や樹木剪定
の際の指導をおこなう。

熊本市全
域

市民参加型セミ調査の結
果をHP上に公開した。

関係者（専門家、博物館
等）から情報を収集し、随
時情報を更新していく。

0 0

情報の収集、関係各課へ
の周知が必要。
庁外に対し、どこまで公開
すべきか検討が必要。

試行 実施 無

環境局 環境共生
課

２．生物多様性に関する情報の整理・分析 
 1) 「みんなで未来に残したい熊本市の自然環境」に関する既存情報の整理・分析

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

※検討中 既存文献の収集・データの
把握（H26年度に実施した
基礎調査をベースに新規
情報については、専門家の
活用、進捗管理における庁
内への照会等の中で収集
を行うなど）

熊本市全
域

収集した情報の蓄積や発
信の手法等を含めた体制
を検討した。

収集した情報の可視化を
庁内GISで行う。

0 0

・収集した情報の可視化を
庁内GISで行う。公開につ
いては検討が必要。

－ 検討 試行 実施 無

環境局 環境共生
課

 2) 絶滅危惧種（熊本県のレッドリスト掲載種）の生息・生育情報の整理

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

※検討中 県との連携、専門家会合
（ネットワーク）の活用、市
民情報との連動。

熊本市全
域

専門家会合で収集した情
報の蓄積や発信の手法等
を含めた体制を検討する。

専門家会合で収集した情
報の蓄積や発信の手法等
を含めた体制を検討する。 0 0

情報の整理は必要だが、
優先順位を付け、取組を進
めていく。特に、絶滅危惧
種に関する情報の取扱い
について、検討が必要。

－ 検討 無

環境局 環境共生
課

 3) 特に対策が必要な侵略的外来種についての市内における分布、新たな侵入情報の収集

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

熊本市全
域

今後のスケジュール（予定）

特定外来生物のアライグマ
による被害防止を目的とし
た分布の把握及び侵入監
視のための生息調査及び
情報収集

自然環境
保全経費

自然環境
保全事業

・市内（特に北区植木町）で
の生息確認件数が増加し
ている一方、中心部付近で
の捕獲が相次いだ。生息
数の増加、分布の拡大及
びそれに伴う被害の発生
が懸念されるため、今後も
継続して監視を行う必要が
ある。

・ホームページやイベント
等での周知や情報収集を
行うと共に、関係機関と連
携し、市民からの通報に対
し、柔軟に対応できるよう
防除体制を引き続き検討
する。

・研究機関や活動団体、学
校、地域などと連携した、
より広い情報収集体制の
構築に努める必要がある。

・周辺地域（特に県北地域）
での生息確認が増加して
おり、連携した情報共有・
防除体制の構築が課題で
ある。

・自動撮影カメラによる生
息状況調査を実施（R2年4
月～R3年2月）し、北区で
38例生息が確認された。加
えて市民等からの通報によ
り3頭捕獲した。

・市ホームページへの記事
掲載やチラシ等、イベント
での展示等により、市民へ
の周知と情報収集を行う。

・周辺地域（特に県北地域）
でのアライグマ確認事例が
増加していることから、周
辺自治体との連携した調
査や情報共有等、連携体
制の構築に努める。

・市民からの相談や情報提
供については、必要に応
じ、関係部署と連携した対
応を行う。

2,190

・引き続き、自動撮影カメラ
による生息状況調査と、確
認された地点においては箱
わなによる捕獲調査を実施
する。

・市ホームページへの記事
掲載やチラシ等、イベント
での展示等により、市民へ
の周知と情報収集を行う。

・周辺地域（特に県北地域）
でのアライグマ確認事例が
増加していることから、周
辺自治体との連携した調
査や情報共有等、連携体
制の構築に努める。

・市民からの相談や情報提
供については、必要に応
じ、関係部署と連携した対
応を行う。

・アライグマ防除に関する
会議や講習会等に参加し、
情報収集に努める。

3,500 検討

講習
会実
施・
監視
体制
構築

実施

環境局 環境共生
課

無
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自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

スパルティナ・ヒアリ・クリハ
ラリス等の特定外来生物に
ついて、分布情報の把握
及び市民からの相談対応

熊本市全
域

・スパルティナについては、
引き続き対策協議会へ参
加し、状況や対策を把握し
た。

・ヒアリについては、環境省
が行っている調査（侵入監
視）に同行した。
引き続き生活衛生課及び
熊本博物館と連携した市
民相談対応及び情報収集
を行う。その他の特定外来
生物についての市民から
の相談や情報提供につい
ては、必要に応じ、関係部
署と連携した対応を行っ
た。

・熊本港において、トラップ
設置によるツマアカスズメ
バチの生息調査（侵入監
視）を実施した。

→ヒアリ、ツマアカスズメバ
チ共に侵入は確認されな

・スパルティナについては、
引き続き対策協議会への
参加して分布状況を把握
する。

・ヒアリについては、引き続
き生活衛生課及び熊本博
物館と連携した市民相談
対応及び情報収集を行う。
その他の特定外来生物に
ついての市民からの相談
や情報提供については、必
要に応じ、関係部署と連携
した対応を行う。

・熊本港において、トラップ
設置によるツマアカスズメ
バチの生息調査（侵入監
視）を継続する。

0 0

引き続き侵入監視を行うと
共に、市民からの通報に対
し、関係機関と連携した対
応を行う。

検討 実施 無

環境局 環境共生
課

安定し
た農業
生産・集
出荷の
推進及
び鳥獣
による
市民へ
の直接
の被害
防止

農作物
鳥獣被
害対策
事業、
鳥獣被
害対策
事業（生
活被害
対策）

農作物被害や生活被害を
及ぼすイノシシをはじめと
した鳥獣類の駆除のほか、
県や他市町村、環境局と連
携しクリハラリスやアライグ
マなどの外来生物の侵入
を監視。特に、アライグマ
の生息が確認されている
地区においては、農業者や
関係機関の普及員、営農
指導員、駆除隊と連携し、
目撃情報や疑わしき被害
などの情報収集に努め、監
視体制の構築を図る。

熊本市
全域

アライグマについては、環
境局が取組む生息状況調
査を注視するとともに、農
業者、農業団体、駆除隊な
どに対して、特徴・見分け
方等を周知し、発見時の情
報提供を呼びかける。ま
た、目撃情報や疑わしき被
害が寄せられた場合は、環
境局と連携し、現地確認・
調査等を実施する。

鳥獣被害対策については、
今後も地域の農区や自治
会、住民を対象とした勉強
会等を開催し、鳥獣に対す
る知識を深めることで、集
落や住宅地に鳥獣が出没
しない環境を構築し、地域
ぐるみの対策に取り組む。
加えて、駆除隊と連携・協
力し、鳥獣の捕獲による個
体数管理に取り組む。

アライグマについては、環
境局が取組む生息状況調
査を注視するとともに、農
業者、農業団体、駆除隊な
どに対して、特徴・見分け
方等を周知し、発見時の情
報提供を呼びかける。ま
た、目撃情報や疑わしき被
害が寄せられた場合は、環
境局と連携し、現地確認・
調査等を実施する。

鳥獣被害対策については、
今後も地域の農区や自治
会、住民を対象とした勉強
会等を開催し、鳥獣に対す
る知識を深めることで、集
落や住宅地に鳥獣が出没
しない環境を構築し、地域
ぐるみの対策に取り組む。
加えて、駆除隊と連携・協
力し、鳥獣の捕獲による個
体数管理に取り組む。

9,310 9,310

今後も引き続き、アライグ
マの目撃情報や生息痕跡
等の収集に努め、関係部
局との情報共有を図り、被
害防止対策を進める。

住宅地、通学路等における
イノシシやシカ等の野生動
物の出没件数が増加して
いることから、今後も引き
続き関係機関と連携し被害
未然防止対策の普及・啓
発に努めるとともに、捕獲
による個体数管理に取り組
む。

継続 無

農水局 農業支
援課鳥
獣対策
室

３．生物多様性に関するモニタリング・調査の実施
 1) 既存のモニタリング等の継続的な実施（水質・水量モニタリング調査等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

公共工事
等整備に
あたって
の環境調
査

広域河川
改修経費

公共工事等整備にあたっ
ての事前環境調査の実施

熊本市全
域

－ － 0 0

新規事業の計画段階では
河川環境調査を行い、河
川の特性・環境に配慮した
整備計画を立案する。

随時 無

都市建設
局ほか

東区土木
センター
河川公園
整備課

水前寺江
津湖公園
外来植物
分布調査

公園維持
管理経費
（政策）
（Ｈ25年
度～Ｈ27
年度）

水前寺江津湖公園の湖面
及び水辺に繁茂する外来
植物について現況把握の
ための調査を実施。（Ｈ25
年度～Ｈ27年度）

水前寺江
津湖公園
区域の水
面 - - 0 0

H25、26、27の実施を踏ま
え、今後は経過観測を行
う。 経過

観測
無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

下水道施
設の維持
管理

下水道事
業会計

・河川環境調査
浄化センターから放流され
る処理水が、放流先河川
の自然環境へ与える影響
を把握するため、環境調査
（魚類調査）を実施。

木山川
（江津湖
地域の一
部）

環境局の事業に負担金を
支出

環境局の事業に負担金を
支出

1,760 1,900

浄化センター放流口におけ
る魚類調査については、事
業の効率化を図るため、平
成29年度から環境局が実
施する「江津湖地域におけ
る外来魚駆除及び魚類生
息状況調査」と一元化を行
う協定を結んだ。この協定
に基づき今後も事業費の
一部負担を継続する。

一元
化し継

続
無

上下水道
局

水再生課

水質保全
対策事業

公共用水
域水質監
視経費

水質汚濁防止法に基づき、
公共用水域（河川・海域）
の水質の汚濁の状況を調
査し、市域の公共用水域の
環境基準適合状況等を把
握する。

熊本市全
域

河川は27地点（環境基準
点8地点・補助点19地点）、
海域は4地点で水質（一部
底質）調査を実施中。

河川は27地点（環境基準
点8地点・補助点19地点）、
海域は4地点で水質（一部
底質）調査を実施予定。 3,312 3,328

継続して調査を実施し、公
共用水域の水質の状況を
把握していく。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

地下水質
監視経費

水質汚濁防止法に基づき、
地下水の水質調査を実施
し、市域の地下水の水質の
状況を把握するとともに、
地下水汚染地域の継続的
な監視を行う。

熊本市全
域

延べ410本の井戸で水質の
調査を実施中。

延べ409本の井戸で水質の
調査を実施予定。

2,974 2,981

継続して調査を実施し、地
下水の水質の状況を把握
していく。

継続

硝酸性窒
素濃度
10mg/Lを
超過した
井戸の割
合5%以下
(Ｒ1）

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

化学物質
汚染調査
経費

ダイオキシン類対策特別措
置法に基づき、公共用水
域、地下水及び土壌中の
ダイオキシン類の調査を実
施する。

熊本市全
域

ダイオキシン類は、河川2
地点、海域1地点、地下水2
地点、土壌2地点において
調査を実施中。

ダイオキシン類は、河川2
地点、海域1地点、地下水2
地点、土壌2地点において
調査を実施予定。

1,484 1,447

継続して調査を実施し、ダ
イオキシン類の状況を把握
していく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・地下水
位観測経
費

地下水保全のため地下水
位の状況を常に監視すると
ともに、収集されたデータ
は将来の地下水利用に関
する予測調査を行ううえで
解析等に積極的に利用で
きるものである。　現在、市
内20地区に観測井戸を設
置し、地下水位の観測を
行っている。

熊本市全
域

観測業務を委託し、年間を
通し、市内20地区の観測井
の維持管理を行い、地下
水位の観測を行った。

市内20地区の観測井の維
持管理を年間を通し実施
予定。

4,701 4,064

測定機器類の老朽化が著
しいため、観測データの信
頼性確保のため、機器の
更新が必要。

継続 無

環境局 水保全課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

地下水量
保全対策
経費

・地下水
採取量調
査経費

熊本県及び熊本市地下水
保全条例に基づく井戸の
届け出が約2,200本存在
し、郵送による調査を行っ
ている。市内の地下水採取
に関する用途とその採取
量を全て把握することで地
下水量の監視を行うもの。

熊本市全
域

年度当初に報告書を発送
し、未提出者に対しては、
職員による電話及び訪問
にて報告書の提出を促し、
地下水採取量の把握に努
める。また、大規模採取者
や県条例の許可者に対し、
かん養計画書や節水計画
書等の提出をあわせて依
頼した。

年度当初に報告書を発送
し、未提出者に対しては、
職員による電話及び訪問
にて報告書の提出を促し、
地下水採取量の把握に努
める。また、大規模採取者
や県条例の許可者に対し、
かん養計画書や節水計画
書等の提出をあわせて依
頼するも。

0 0

予算・人員ともに減少し、
事務作業を直接職員が行
うことになったが、報告書
の回収率が下がらないよう
にすることが重要である。

継続 無

環境局 水保全課

 2) 効果的なモニタリング手法の検討と継続的な実施による情報の蓄積（指標となる生物種の設定など）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

本市の自然及び環境の変
化等を長期的に見ていくた
め、指標種を設定し、その
効果的なモニタリング手法
等について検討するととも
に、継続的なモニタリング
の実施による情報蓄積の
仕組みを構築する。

熊本市全
域

3団体の協力をいただいて
ホタル類、カヤネズミ、アカ
ガエルのモニタリング結果
をとりまとめ、把握した。

現在調査を行っているもの
については継続しつつ、指
標種モニタリングの対象
種・対象地を拡大予定。

0 0

活動団体及び市民に協力
していただき、さらなる情報
を蓄積する。
市民団体への協力が必要
不可欠。

検討
検討・
試行

実施 無

環境局 環境共生
課

 3) 市民参加型の生物多様性のモニタリングの検討・実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

市民や活動団体と連携・協
働し、自然環境のタイプを
代表する指標種について
の継続的なモニタリングを
行う。

熊本市全
域

市民参加型として、セミの
モニタリングを実施（R2.7.6
～R2.9.11）。805件の調査
報告があった。

夏の期間、市立図書館の
一角にセミのコーナーを設
置し、周知・啓発を行った。

市民参加型として、セミの
モニタリングを実施予定（7
月から9月頃）。

指標種モニタリングにタン
ポポ類・カエル類・ホタル類
を追加し、試行実施予定。

515 374

次年度以降は市民参加型
として、セミ以外にも指標
種モニタリングの実施予
定。（候補種：タンポポ類・
カエル類・ホタル類）

より多くの市民に参加をし
てもらうための取組の検討
が必要。

検討
検討・
試行

実施 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-２

基本戦略２　　学び、つながる　　　　生物多様性の認識の向上、連携体制の構築

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．.生物多様性の認識の向上
 1) 熊本市の特徴を踏まえた普及啓発ツール・学習プログラムの作成や、生物多様性に関するイベント・出前講座、自然体験ができる学習等の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境フェア、動植物園等を活用した普及啓発、出前講座や勉強会、公園における自然体験等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

環境フェアのブースやその
他活用した普及啓発の実
施、生物多様性に関する普
及啓発ツールの作成

動植物園
ほか

・R2年5月9.10日に動植物
園で生物多様性の日イベ
ント「いきものフェアくまもと
2020」を開催（４課連携プロ
ジェクト）予定だったが、新
型コロナの影響で中止。

・市立小学校4年生全員を
対象に、生物多様性副読
本「いきものさがし」を配布
した。配布後の活用状況ア
ンケートを実施。

・市ホームページ環境局サ
イトに、生物多様性に関す
る情報（イベント・環境教
育・自然体験・活動団体紹
介等）を随時掲載する。

・R3年5月22,23日に動植物
園で生物多様性の日イベ
ント「いきものフェアくまもと
2021」を開催（４課連携プロ
ジェクト）予定。

・市立小学校4年生全員を
対象に、生物多様性副読
本「いきものさがし」を配布
し、副読本を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

・市ホームページ環境局サ
イトに、生物多様性に関す
る情報（イベント・環境教
育・自然体験・活動団体紹
介等）を随時掲載する。

・ニュースレター「生物多様
性くまもとＣだより」発行す
る。

627 648

・生物多様性の日イベント
は4課連携プロジェクトにお
いて、今後も継続して実施
する。その他様々な機会を
活用して、普及啓発を行っ
ていく。

・副読本は、デジタル版の
発行（HPでの公開）を検討
中。

・4課連携プロジェクト以外
の部署（区役所等）との連
携・各部署での取組に関す
る情報共有の推進が課題
である。

・今後も市ホームページ環
境局サイトやSNS、市施設
を活用した情報発信を行っ
ていく。

継続
（一部
検討）

いきも
のフェ
ア中
止

無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

森林学習
館管理経
費

金峰山・森林学習館の運
営、効果的な活用

北区貢町
小萩

引き続き、指定管理により
運営。
随時、展示館に生物多様
性に関するチラシ、書籍を
設置し啓発に努めた。新型
コロナウイルス感染拡大防
止のため、やむを得ず自然
散策会や学習会を中止す
ることがあった。

引き続き、指定管理により
運営。
随時、展示館に生物多様
性に関するチラシ、書籍を
設置し啓発に努めるととも
に、自然散策会や豊かな
地下水を育む森づくりの学
習会等を実施予定。

4,099 4,099

R2～4年度の3年間を指定
管理により運営。
今後も利用者増加に努め
るとともに、生物多様性の
啓発に努める。 継続 無

環境局 環境共生
課

1人1緑化
事業

全国都市
緑化フェ
ア準備経
費

緑の検定テキストブック作
成及び緑の検定の実施

熊本市全
域

緑の検定テキストブックの
微修正及び第2回　緑の検
定の実施

緑の検定テキストブックの
微修正及び第3回　緑の検
定の実施を予定

3,758 2,590

令和2年度は新しい生活様
式に対応した方法で実施。
令和3年度も同様に実施予
定。

テキス
ト作成

+
第1回
検定
の実
施

テキス
ト微修

正
+

第2回
検定の
実施

テキス
ト微修

正
+

第3回
検定の
実施

無

環境局 環境共生
課

環境啓発
事業

市民啓発
経費

科学的な体験学習や自然
観察会を開催するととも
に、出前講座への講師の
派遣等、教育現場や地域
活動における環境学習を
積極的に支援する。

江津湖
金峰山
その他河
川・湧水
地等

●親子環境探検隊は効率
化事業の対象のため廃
止。
●出前講座は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の
ため休止

●自然豊かな江津湖や金
峰山、立田山をフィールドと
した自然観察会を実施し
て、生物多様性をより多く
の市民に啓発できないか
検討し、実施する予定。
●出前講座の水生生物観
察会は継続実施。

事業効率化により、親子環
境探検隊は廃止になるが、
生物多様性戦略計画の行
動計画に位置付けられて
いるセンターの役割として、
令和元年度並みに実施す
るには、講座の見直しと工
夫が重要だと考えている。

事業
は継
続す
るが、
一部
中止

継続 継続 一部
廃止

休止

再開
各回定員
30名程度

環境局 環境総合
センター

環境啓発
事業

市民啓発
経費

科学的な体験学習や自然
観察会を開催するととも
に、出前講座への講師の
派遣等、教育現場や地域
活動における環境学習を
積極的に支援する。

環境総合
センター
敷地内

休止 継続実施予定。 参加希望者が多い人気の
講座であり、種の保全や外
来種について学ぶ貴重な
機会なので、さらに充実さ
せ継続実施して行きたい。

検討 検討 継続 休止 再開 参加総数
300名

環境局 環境総合
センター

水産業地
域交流促
進事業

市民と水
産業の交
流促進事
業

小学生を主な対象とした干
潟体験や出前講座を実施
することで、市民と漁業者
との交流促進や水域環境
の保全への意識啓発を図
る。

有明海
（小島地
区）・市内
小学校

コロナ禍の影響により予定
していたクッキング実習は
中止し、説明ベースのノリ
出前講座を実施。
碩台小学校　5年生　30名
　　　　　　　　　教員　　2名

コロナ禍の状況を注視しつ
つ、状況に応じてクッキン
グ実習を加えたノリ出前講
座を実施予定。
対象：小学校高学年
人数：40～60名程度 92 78

干潟体験については、平成
30年度より西区役所主催
による同様事業が展開され
ていることから、当センター
事業は廃止。
各区が主催する体験型の
干潟イベント等への支援を
予定している。

継続
一部
廃止

無

農水局 水産振興
センター

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・肥後六花の栽培・展示
樹木見本園に、肥後椿、肥
後山茶花、肥後芍薬、肥後
花菖蒲を植栽。肥後朝顔
については保存会の協力
を得て展示会を実施。

動植物園
植物ゾー
ン

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

樹木見本園において、肥後
椿、肥後山茶花、肥後芍
薬、肥後花菖蒲を栽培及
び展示。肥後朝顔展示会
は9月に実施予定。 0 0

今後も樹木見本園におい
て、肥後椿、肥後山茶花、
肥後芍薬、肥後花菖蒲を
栽培及び展示。肥後朝顔、
肥後菊の栽培、展示を検
討。

一部
休止

継続 無

経済観光
局

動植物園

魅力ある
動植物園
づくり事
業

都市緑化
植物園管
理経費

・親子自然観察会「江津湖
の生き物ウォッチング」
貴重な江津湖の動植物を
観察し、「自然のすばらし
さ」を親子で体感するもの。

動植物園
植物ゾー
ン、江津
湖周辺

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

10月実施予定。

30 30

観察会ルートを含め、内容
の変更を検討。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・植物観察会「春の七草を
知ろう」
園内や江津湖に自生する
「春の七草」を現地で観察
し、七草の種類、風習など
を学び、自然環境に関心を
もつ心を養うための観察
会。

動植物園
植物ゾー
ン

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

1月実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・野鳥の観察会
日本野鳥の会の講師と一
緒に、多くの渡り鳥が飛来
してくる豊かな自然に恵ま
れた江津湖と動植物園内
の野鳥を観察。

動植物園
動物ゾー
ン

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

1～2月に実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

827

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-２

魅力ある
動植物園
づくり事
業

集客対策
経費

・ホタルの観察会
5月中旬に園内の日本庭園
で、市民を対象としたホタ
ル観察会を実施。

動植物園
日本庭園

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・肥後五鶏の飼育・展示・
講習会
肥後ちゃぼ保存会の協力
を得て、熊本の地鶏「肥後
五鶏」を飼育、展示。伝統
文化についての啓発を図
るため、年1回講習会「肥後
五鶏を知ろう」を開催し、特
徴等について解説。

動植物園
動物ゾー
ン

3月に実施予定。 2～3月に実施予定。

20 20

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

・動物ガイド
各展示動物の生態や、人
間との関わりについて飼育
員が分かりやすく解説

動植物園
動物ゾー
ン

開園日は土日祝だけでなく
平日も実施。

土日祝だけでなく平日も実
施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

動物舎への植栽など、生
息地環境にできるだけ近づ
けることを目的とした参加
型イベントによる環境教育

動植物園
動物ゾー
ン

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

傷病鳥獣など、野生復帰で
きない動物を用いた環境教
育

動植物園
動物ゾー
ン

熊本県鳥獣保護センターよ
り譲り受けたホンドタヌキ等
のガイドを実施。

実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

動物の生
態環境や
生態につ
いての、
“教育・環
境教育”

ニホンザルエリアにおける
田植え、稲刈りなどの参加
型イベントによる環境教育

動植物園
動物ゾー
ン

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止。

実施予定。

0 0

今後も継続予定。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

「生態系
のしくみ」
というタイ
トルでの
多様性に
関する講
話（一般
向け）

身近な自然環境に見られ
る多様性と外来種問題に
ついて話す。講話と観察会
を組み合わせて行うことも
ある。

主に熊本
市内

現在のところ依頼なし 依頼を受けて実施

0 0

依頼を受けて対応する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

生物多様
性に関連
した勉強
会等の講
師

メインテーマは依頼者が設
定するが、必ず生物多様
性に主眼を置いて話を進
める。

主に熊本
市内

現在のところ依頼なし 依頼を受けて実施

0 0

依頼を受けて対応する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

自然観察
会

身近な自然の観察を通して
多様性について考える

主に熊本
市内

2回実施（参加者計36名） 年５回程度実施予定

0 0

外部からの依頼により講師
として携わるもののほか、
博物館主催の観察会も年
数回程度実施していく予
定。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

生物多様
性に関連
した展示
解説

ミュージアムトーク
展示の紹介・解説を通して
生物多様性についての話
題を提供する。

博物館展
示室

新型コロナウイルス感染症
対策として、展示室での密
集を避け、実施せず。

新型コロナウイルス感染症
の状況を踏まえ、可能な範
囲で実施。

0 0

継続的に実施予定 教育委員
会

熊本博物
館

動物学講
座

動物としてのヒトが、自然と
いかに関わっていくべきか
常に考えながら学ぶ。

主に熊本
市内

4回実施。隔月で年5回実
施を予定していたが、新型
コロナウイルス感染症の拡
大に伴い、1回中止した。

5月より隔月で6回実施予
定

0 0

毎年実施の予定。

休止 再開 無

教育委員
会

熊本博物
館

植物学講
座

身近な植物に関する話題
や情報を提供し、理解や知
識を深める。

博物館お
よび野外
（熊本市
内）

3回実施。隔月で年5回実
施を予定していたが、新型
コロナウイルス感染症の拡
大に伴い、２回中止した。

隔月で年5回実施予定

0 0

毎年実施の予定。

休止 再開 無

教育委員
会

熊本博物
館

 2) ウェブサイトやＳＮＳ、市政だより等を活用した熊本市の生物多様性に関する情報の積極的な発信

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

生物多様性に関するウェブ
ページの整備等普及啓発
の実施

熊本市全
域

・市ホームページ環境局サ
イトや動植物園の生物多
様性情報コーナーを活用
し、積極的に情報を発信す
る。

・市ホームページ環境局サ
イトや動植物園の生物多
様性情報コーナーを活用
し、積極的に情報を発信す
る。

0 0

今後も市ホームページ環
境局サイトやSNS、市施設
を活用した情報発信を行っ
ていく。

継続 無

環境局 環境共生
課

動物資料
館事業

・動物資料館事業
江津湖における魚類の生
息状況展示及び江津湖環
境に関する情報発信、江津
湖に棲む外来生物の影響
等の情報発信・啓発

動植物園
動物資料
館

資料館水槽で江津湖に生
息する魚類を展示し、江津
湖環境に関する情報発信
を継続して実施。

資料館水槽で江津湖に生
息する魚類を展示して江津
湖環境に関する情報発信
を継続するが、年度末に開
催予定の緑化フェアにあわ
せて（仮称）水辺のインフォ
メーションセンター（緑の相
談所を改修）での展示等に
移行予定。

0 0

H29年度から再開。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-２

２．.教育の推進・人材の育成 
 1) 市役所における生物多様性の浸透の推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

熊本市生物多様性庁内推
進会議等を中心にした計
画の進捗の把握・見直しの
他庁内連携の推進

熊本市 ・R2年度第１回熊本市生物
多様性庁内推進会議を
Web開催した。

・生物多様性に係る関連事
業の実施状況等調査を関
係各課に照会した。（第1回
6～7月、第2回2～3月）。

・熊本市生物多様性庁内
推進会議を開催する予定。

・生物多様性に係る関連事
業の実施状況等調査を関
係各課に年2回照会予定。

0 0

継続的に熊本市生物多様
性庁内推進会議を開催す
るとともに、庁内への生物
多様性の重要性をさらに浸
透させる取組が必要とな
る。

継続 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

緑化行政に携わる職員を
対象に、公共樹木管理に
ついて技術講習会を開催
し、職員の知識と技術の向
上及び本市の緑化の推進
を図る。

熊本市 コロナ禍を考慮し開催を見
送った。

年に1度講習会（緑化技術
講習会）を開催予定。

30 30

・緑化技術講習会について
は、例年、樹木の維持管理
等における課題をテーマに
開催していたが、令和元年
度、令和2年度はコロナ禍
を考慮し開催を見送った。
今後も対象者のニーズに
加え、主催者側が伝えるべ
き内容についても引き続き
検討する。

継続 無

環境局 環境共生
課

 2) 学校における生物多様性に関する教育の推進
　　　　　　　　　　（理科や総合的な学習の時間等の生物多様性分野に関する学習の充実、学校や教員が利用できる生物多様性に関する学習の支援ツールの作成、動植物園での教員に対する生物多様性に関する研修の実施等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境教育
担当者会

各小中学校の環境教育担
当者向けに、環境教育実
践事例の講話や本市環境
局各課からイベントや学習
教材等を紹介し、学校にお
ける環境教育の一層の充
実を図る。

熊本市立
の各小中
学校

令和２年度より廃止した。

- 0 - - 継続 廃止 無

教育委員
会

指導課

勤労体験
学習

勤労体験
学習事業

勤労体験学習（環境教育
の一環としての緑化教育活
動、勤労体験活動、愛鳥教
育活動等を、児童生徒の
興味・関心をもとに、地域
や学校の実情に応じて創
意工夫しながら、児童生徒
とともに実践する学習活
動）を通して、児童生徒が
勤労を重んじ、豊かな心を
はぐくみ、自己実現の力と
よりよい公民として社会に
貢献できる力を培う。

熊本市立
の各小中
学校

申請のあった学校に農地
提供者への謝金や勤労体
験活動の指導料、需用費
を支給し、農地や専門家等
を活用した各学校の勤労
体験学習の充実を図って
いる。栽培活動（草花・野
菜等）を実施し、児童・生徒
の豊かな心を育てる体験
活動となっている。

申請のあった学校に農地
提供者への謝金や勤労体
験活動の指導料、需用費
を支給し、農地や専門家等
を活用した各学校の勤労
体験学習の充実を図る。

2,460 2,460

全小中学校が予算を活用
し、充実した勤労体験学習
の充実を図れるようにす
る。

継続 無

教育委員
会

指導課

学校環境
緑化コン
クール

教育指導
行政経費
環境教育

各小中学校における環境
緑化活動の取組を評価し、
環境緑化の充実に向けて
助言するなど、主体的に緑
豊かな環境づくりに取り組
み、持続可能な社会の創り
手となる児童生徒の育成を
支援する。

参加した
熊本市立
小中学校

コロナウイルス感染症の影
響により、学校環境緑化コ
ンクールの審査部門及び
相談助言部門とも実施しな
かった。

・各学校に実施要項を送付
（５月）
・審査部門の実施（事前審
査、現地審査：９～10月）
・緑化コンクール優秀校表
彰（11月）
・相談助言部門の実施（１
月）

71
＋

熊本市地
域みどり
推進協議

会費

71
＋

熊本市地
域みどり
推進協議

会費

参加校が固定化しつつあ
る。令和３年度の学校環境
緑化コンクールは実施する
予定であるため、審査部門
及び相談助言部門に多く
の学校が参加するよう校長
会等での呼びかけを行って
いく。 継続 中止 無

教育委員
会
（環境局）

指導課

（環境共
生課）

学校教育
支援事業

学校教育
支援事業
（博物館・
指導課）
経費

博物館の収蔵資料や学芸
員の専門的な知識を、学校
教育での学習活動に活用
する。

熊本市内
の小中学
校

館内学習支援活動
19プログラム実施

派遣授業
8プログラム実施

依頼を受けて実施

431 355

依頼に応じて可能な範囲で
継続。
学習内容についての事前
打ち合わせ時間の確保や
開催日時の調整が必要。

継続

毎年：10
校程度へ
のゲスト
ティー

チャー派
遣

教育委員
会

熊本博物
館

総合的な
学習への
協力

身近な自然環境に見られ
る多様性と外来種問題に
ついて話す。講話と観察会
を組み合わせて行うことも
ある。

熊本市内
の小中学
校

3月、１校（111名）に実施予
定

依頼を受けて実施

0 0

依頼を受けて対応する。

継続 無

教育委員
会

熊本博物
館

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

普及啓発媒体・学習教材
の検討・作成、出前講座等

熊本市全
域

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催を予
定していたが、新型コロナ
ウイルスの影響で出前講
座の申し込みなし。

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

0 0

・生物多様性副読本「いき
ものさがし」を活用した出前
講座を要望に応じ開催す
る。

－ 検討 実施 無

環境局 環境共生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-２

３．連携・協働体制の構築
 1) 多様な主体間の連携・協働のためのプラットフォームの構築

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

生物多様
性保全推
進経費

生物多様性推進会議を
ベースに検討

熊本市全
域

・いきもんネット登録団体数
が１団体増えて合計11団
体となった。

・いきもんネット登録団体の
うち2団体が「みどりの日」
自然環境功労者環境大臣
表彰を受賞、1団体が熊本
環境賞を受賞した。

・市ホームページを中心
に、登録団体の活動・イベ
ント情報を発信する。

・令和3年2月20日に生物多
様性シンポジウムをオンラ
インと会場でのLIVE配信形
式で開催し、いきもんネット
登録者を中心に、学校等
の団体も交え、情報共有や
基調講演、意見交換の場
を設けた。

・いきもんネット登録団体数
を増やすべく、啓発活動を
継続する。

・いきもんネット登録団体を
各表彰に積極的に推薦し
ていく。

・市ホームページを中心
に、登録団体の活動・イベ
ント情報を発信する。

・生物多様性シンポジウム
を開催し、いきもんネット登
録者を中心に、学校等の
団体も交え、情報共有や基
調講演、意見交換の場を
設ける予定。

0 0

学校の登録がないため、今
後は学校の登録も進むよう
加入団体を広く募り、情報
発信やイベントを着実に進
める。

検討

プラッ
ト

フォー
ム立
ち上
げ

試行 無

環境局 環境共生
課

 2) 地域住民等様々な主体との連携・協働による生物多様性の保全と活用の取組の推進（放置竹林対策、外来種侵入警戒モニタリング等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

地域住民や、被害の出や
すい農業者、専門家のネッ
トワーク等を活用するととも
に、庁内連携等を強めるこ
とによる、アライグマ等の
侵入警戒の早期発見体制
の検討・構築

熊本市全
域

・引き続き、庁内関係部署
や周辺自治体との連携し
た対策・情報共有を行う。
アライグマの生息の可能性
がある地域に対しては、自
治会や関係団体を通じた
情報提供依頼を行った。

・アライグマについての市
民からの相談や情報提供
については、必要に応じ、
関係部署と連携した対応を
行った。

・熊本市職員や農家を対象
としたアライグマ防除講習
会を開催した。

・周辺地域（玉東町・玉名
市、宇土市・宇城市）と連携
し、調査状況や捕獲状況等
の情報を共有した。

・引き続き、庁内関係部署
や周辺自治体との連携し
た対策・情報共有を行う。
アライグマの生息の可能性
がある地域に対しては、自
治会や関係団体を通じた
情報提供依頼を行う。

・アライグマについての市
民からの相談や情報提供
については、必要に応じ、
関係部署と連携した対応を
行う。

0 0

・野外で活動・調査を実施
している団体や研究者、学
校（生物部等）、猟友会等と
いった主体との連携した取
組や早期発見体制の構築
についても検討が必要であ
る。

・県内（特に県北地域）にお
けるアライグマの生息確認
例が増加傾向にあり、侵入
圧が今後さらに高まると想
定されるため、近隣自治体
との連携をより進める必要
がある。

検討

講習
会実
施・
監視
体制
構築

実施 無

環境局 環境共生
課ほか

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・放置竹林対策
森林・山村多面的機能発
揮対策交付金の活用のほ
か、里地・里山で長年人の
手入れがなされず放置され
ている竹林の整備を行う団
体へ助成し、モデル事業を
抽出する。放置竹林モデル
事業の実施と成果を踏まえ
た管理手法・体制の検討を
実施予定。

北区兎谷
2丁目外１
４箇所

森林・山村多面的機能発
揮対策事業を活用して、放
置竹林対策を実施する市
内13団体に対して、支援を
行った。市民協働による放
置竹林対策の推進に向け
たモデル事業（竹粉砕機等
の関連機器及び労働力の
提供）を実施。

森林・山村多面的機能発
揮対策交付金の活用のほ
か、令和２年度の左記モデ
ル事業で確認された伐竹
後の竹処理の需要（令和3
年度16団体）に対応し、事
業を継続実施。 9,225 12,159

森林・山村多面的機能発
揮対策事業と放置竹林有
効利用推進事業の連携に
より、活用して、効果的に
放置竹林対策を進める。

放置
竹林
対策
連絡
会議
設置

拡大
推進

無

農水局
（R1年度
事業移
管）

農業政策
課(森づく
り推進室)

自然環境
保全事業

保存樹木
等保全経
費

・健軍タブノキの保全
地元住民と連携し、地元の
象徴的なタブノキを保全し
ている

東区健軍
3丁目

跡地の利用について、さら
に検討を進める。

地元自治会とともに跡地の
利用について、さらに検討
を進める。

0 0

今後は、跡地の安全確保
や利用、管理について検討
していく。

継続
倒木・
撤去

木材・
跡地
の利
用の
検討

無

環境局 環境共生
課

広域連携
協働事業

広域水保
全対策運
営経費

熊本地域が一体となって地
下水保全対策を推進する
ため、熊本県、熊本地域11
市町村、くまもと地下水財
団、事業者、住民と協働し
広域的な取組を展開。

熊本地域
11市町村

くまもと地下水財団「第1次
中長期基本計画」に基づ
き、公益目的4事業を推進
した。
・地下水環境調査研究事
業
・地下水質保全対策事業
・地下水涵養推進事業
・地下水採取・使用適正化
推進事業

くまもと地下水財団「第1次
中長期基本計画」に基づ
き、公益目的4事業を推進
する。
・地下水環境調査研究事
業
・地下水質保全対策事業
・地下水涵養推進事業
・地下水採取・使用適正化
推進事業

7,125 7,054

熊本県、熊本地域11市町
村、くまもと地下水財団が
更なる連携を図り、恵まれ
た水資源を後世に守り伝え
る。

継続 無

環境局 水保全課

広域連携
協働事業

白川中流
域かん養
推進経費

本市にとって重要な地下水
かん養域である白川中流
域において、次世代を担う
子供たちが、田植えや稲刈
り等の農業体験を通じて、
農業がもたらす地下水へ
の効果を学習し、併せて、
流域の交流を進めることに
より、将来へと続く相互理
解を深めるもの。

白川中流
域（大津
町、菊陽
町）

白川中流域水土里ネット協
議会を中心として、熊本市
内の小学５年生と保護者、
菊陽町及び大津町の小学
生に参加を呼びかけてもら
い、農業体験実施予定で
あったが、コロナ禍の影響
により中止。

白川中流域水土里ネット協
議会を中心として、熊本市
内の小学５年生と保護者、
菊陽町及び大津町の小学
生に参加を呼びかけてもら
い、農業体験実施予定。

300 300

本市にとって重要な地下水
かん養域である白川中流
域において、次世代を担う
子供たちに田植えや稲刈り
等の農業体験を通じて、農
業がもたらす地下水への
効果を学習し、併せて、流
域の交流を進めることによ
り、将来へと続く相互理解
を深めるため、当該活動を
継続して実施していくこと
が必要である。

休止
再開
（不参
加）

参加
（台風
のた
め中
止）

　
中止
（コロ
ナ禍
の影
響）

無

環境局 水保全課

広域連携
協働事業

水源の森
づくりボラ
ンティア
活動経費

熊本地域の地下水の現状
について認識を深めるとと
もに、森林作業（植付・下
刈・間伐・枝打等）や上流
域でのふれあい活動（林産
品等の加工等）を通じて、
山林を保全するために必
要とされる知識・技術の習
得を通じ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成
を図るもの。

大津町、
西原村、
南阿蘇村

年2回を目標に、熊本地域
の地下水の現状について
認識を深めるとともに、森
林作業（植付・下刈・間伐・
枝打等）や上流域でのふれ
あい活動（林産品等の加工
等）等を実施予定であった
がコロナ禍の影響により中
止。

コロナ禍の影響が不透明
のため中止。

441 0

熊本地震からの復旧・復興
を優先させることから、当
該事業を一時休止しており
コロナ禍の状況に注視し事
業再開を目指す。

休止

再開
→中
止（コ
ロナ
禍の
影響）

中止
（コロ
ナ禍
の影
響）

無

環境局 水保全課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-２

人と動物
との共生
推進事業

野生鳥獣
対策事業

被害地域が主体となった被
害未然防止対策の推進
鳥獣の捕獲による個体数
管理の推進

熊本市全
域

鳥獣被害対策については、
地域の農区や自治会等と、
勉強会を開催するととも
に、住宅地に鳥獣が寄り付
かないよう環境整備に取組
んだ。さらに、農区や自治
会、駆除隊と連携して、現
地調査を実施するととも
に、その結果を踏まえ効果
的に箱わなを設置した。

鳥獣被害対策については、
市民との協働による鳥獣対
策を強化することとしてお
り、自治会等と連携し、学
習会の開催を通じて地域
住民の鳥獣に対する意識
の醸成を図るとともに、通
学路への電気柵や生息状
況に基づいた箱わなの設
置など、地域活動に対する
支援を実施する。

13,000 14,850

住宅地、通学路等における
イノシシやシカ等の野生動
物の出没件数が増加して
いることから、今後も引き
続き、被害未然防止対策
の普及・啓発に努めるとと
もに、捕獲による個体数管
理に取り組む。 継続

鳥獣
対策
室に
移管

継続 無

農水局 農業支援
課鳥獣対
策室

公園維持
管理事業

公園維持
管理経費

本市の緑の骨格として貴重
な緑である託麻三山のう
ち、神園山小山山緑地につ
いて、良好な環境を保全す
るとともに、地域コミュニ
ティの構築及び住民の地
域に対する愛着を深めるこ
とを目的として、委託契約
及びボランティア協定を締
結し「市民協働による里山
づくり」を進めている。

神園山小
山山緑地

地域住民への委託契約に
よる下草刈及びボランティ
ア協定による苗木の植え
付け、公園の利用促進に
関する活動、清掃等を実
施。
市では竹伐採等を実施し
た。

地域住民への委託契約に
よる下草刈及びボランティ
ア協定による苗木の植え
付け、公園の利用促進に
関する活動、清掃等を実
施。
市では竹伐採等を実施予
定。

900 1,200

神園山小山山緑地は、ＮＰ
Ｏ等の団体も活動してお
り、各団体の調整を図りな
がら良好な環境を保全して
いく必要がある。
今後も多様な団体と協働し
ながら、事業を継続してい
く。

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

公園維持
管理事業

公園維持
管理経費

本市の緑の骨格として貴重
な緑である託麻三山のう
ち、戸島山緑地について、
良好な環境を保全するとと
もに、地域コミュニティの構
築及び住民の地域に対す
る愛着を深めることを目的
として、委託契約及びボラ
ンティア協定を締結し「市民
協働による里山づくり」を進
めている。

戸島山緑
地

地域住民への委託契約に
よる除草及びボランティア
協定による竹伐採、清掃、
緑地利用促進に関する活
動を実施した。

地域住民への委託契約に
よる除草及びボランティア
協定による竹伐採、清掃、
緑地利用促進に関する活
動を実施予定。

796 600

今後も多様な団体と協働し
ながら、事業を継続してい
く。

実施
【新規】

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

基本戦略３　　守る　　　　生物の生息・生育地の保全

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．絶滅危惧種の保全
 1) 市内に生息・生育する絶滅危惧種の保全の方向性の検討

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

※検討中 市民参加型モニタリング、県
や地元の有識者等との情報
共有のネットワーク構築によ
る情報収集を踏まえた保全
方策の検討

熊本市全
域

情報の収集を継続するととも
に、開示制限、情報の活用
方法等を検討する。

情報の収集を継続するととも
に、開示制限、情報の活用
方法等を検討する。 0 0

取組は必要だが、優先順位
を付け進めていく。

－ 検討 無

環境局 環境共生
課

 2) 関係機関と連携した保全対策の実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

立田山管
理経費

立田山憩の森の維持管理に
おける有識者との連携による
トダスゲ等の保全など

立田山憩
の森（トダ
スゲ湿地
など）

・トダスゲ、アカササゲ等の
生育が見られる箇所の下草
刈については、通常の作業と
時期をずらし、種が落ちた後
に行うよう保全策を実施。

有識者に下草刈の時期や回
数を確認し、実施している。

・トダスゲ、アカササゲ等の
生育が見られる箇所の下草
刈については、通常の作業と
時期をずらし、種が落ちた後
に行うよう保全策を実施予
定。

有識者に下草刈の時期や回
数を確認し、実施している。

0 0

適宜、専門家にも協力してい
ただき、巡回とともに保全策
を実施していく。

継続 無

環境局 環境共生
課

公園・河川・森林等の管理に
おける保全への配慮

水前寺江
津湖公園

指定管理者による希少種に
配慮した草刈等の実施や希
少種の保全活動を実施した

指定管理者による希少種に
配慮した草刈等の実施や希
少種の保全活動を実施予
定。

0 0

職員及び指定管理者におけ
る希少種保護に関する知識
の習得、活動内容・情報の共
有化。

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

公園・河川・森林等の管理に
おける保全への配慮

東区土木
センター
管内
中央・西
区土木セ
ンター河
川公園整
備課

公園内樹木の害虫駆除につ
いて、極力農薬を使用しない
駆除方法（捕殺・剪定）を選
択した。

公園内樹木の害虫駆除につ
いて、極力農薬を使用しない
駆除方法（捕殺・剪定）を選
択予定。 500 500

今後も極力農薬を使用しな
い害虫駆除を実施していく。

継続 無

都市建設
局
その他

東区土木
センター
河川公園
整備課
中央・西
区土木セ
ンター河
川公園整
備課

 3) 動植物園における絶滅危惧種の域外保全の実施

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

動植物園
管理運営
事業

都市緑化
植物園管
理経費

・スイゼンジノリの保存・栽培
江津湖に自生していたスイ
ゼンジノリの保存・復活を目
指した栽培試験を実施してい
る。

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続。

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続予
定。 0 0

継続して栽培試験を実施予
定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・江津湖希少動物の養殖・展
示
タナゴ等の江津湖希少動物
を動物資料館の水槽で養
殖、展示。

動植物園
動物資料
館

資料館水槽で飼育・繁殖継
続

資料館水槽で飼育・繁殖を
継続するが、年度末に開催
予定の緑化フェアにあわせ
て（仮称）水辺のインフォメー
ションセンター（緑の相談所
を改修）での飼育・繁殖に移
行予定。

714
園全体の
原材料費

714
園全体の
原材料費

継続して飼育・繁殖・展示を
実施予定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

動植物園
管理運営
事業

動植物園
一般管理
経費

・保護野生鳥獣の養生飼育・
展示
県自然保護課と連携して、ケ
ガなどで保護された野生鳥
獣（タカ等）を預かり養生を図
るもの。

動植物園
動物ゾー
ン

必要に応じて実施 必要に応じて実施。
1,737

園全体の
医薬材料

費

1,737
園全体の
医薬材料

費

鳥インフルエンザ防疫を考慮
すると、今後積極的受入が
難しくなるケースが考えられ
る。

実施
なし

必要
に応じ
て実
施

無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

絶滅危惧ⅠA類に分類され
ているニッポンバラタナゴ、セ
ボシタビラ、絶滅危惧Ⅱ類に
分類されているヤマトシマド
ジョウ、メダカの保護・繁殖

動植物園
動物資料
館

資料館水槽で飼育・繁殖継
続

資料館水槽で飼育・繁殖を
継続するが、年度末に開催
予定の緑化フェアにあわせ
て（仮称）水辺のインフォメー
ションセンター（緑の相談所
を改修）での飼育・繁殖に移
行予定。

714
園全体の
原材料費

714
園全体の
原材料費

継続して飼育・繁殖・展示を
実施予定。
課題として以前から飼育して
いる江津湖由来とされるニッ
ポンバラタナゴの遺伝子解
析が行われていない。

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

熊本県レッドデータブックで
絶滅危惧Ⅱ類に分類されて
いるヒラモの保護・養殖

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて保護・養殖を実施

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて保護・養殖を継続予
定。

0 0

継続して栽培を実施予定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

環境省レッドデータブックで
絶滅危惧ⅠA類に分類され
ているスイゼンジノリの保護・
養殖

動植物園
植物ゾー
ン

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を実施

動植物園植物ゾーン日本庭
園にて栽培試験を継続予
定。

0 0

継続して栽培試験を実施予
定。

継続 無

経済観光
局

動植物園

絶滅の恐
れのある
希少動物
の保護・
繁殖等の
“種の保
存”

タナゴ類の繁殖床になるドブ
ガイの繁殖に国内で初の成
功、現在も繁殖継続

動植物園
動物資料
館

資料館水槽で飼育・繁殖継
続

資料館水槽で飼育・繁殖を
継続するが、年度末に開催
予定の緑化フェアにあわせ
て（仮称）水辺のインフォメー
ションセンター（緑の相談所
を改修）での飼育・繁殖に移
行予定。

714
園全体の
原材料費

714
園全体の
原材料費

ドブガイの飼育に適した飼育
用水の取水が安定していな
いため、繁殖が安定しない。
地震後死滅したため、再度
繁殖予定。

死滅
休止

再開 無

経済観光
局

動植物園

生物多様
性保全推
進支援事
業

ニホンイヌワシの生息域外保
全事業

動植物園
動物ゾー
ン

・職員派遣による繁殖技術研
修を開催予定

イヌワシの生息域外保全を
目的とした繁殖及び普及啓
発を継続予定。

85
（環境省か
らの交付

金の全額）

0

イヌワシ飼育繁殖実績のあ
る園から講師を招き、繁殖技
術研修を実施予定。
今後もイヌワシの生息域外
保全を目的とした繁殖及び
普及啓発を進める。

開始 継続 無

経済観光
局

動植物園

生物多様
性保全推
進支援事
業

トサシミズサンショウウオの
生息域外保全事業

動植物園
動物ゾー
ン

・飼育繁殖に向けた環境整
備
・展示用看板の制作及び設
置
・繁殖技術研修（出張：わん
ぱーくこうちアニマルランド）

・講師招聘による繁殖繁殖技
術研修を開催予定。

1,150
（環境省か
らの交付
金の全額）

93（環境省
からの交
付金の全
額）

継続して飼育・繁殖を実施予
定

開始 継続 無

経済観光
局

動植物園

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

下草刈委託費

38行の経費に含む
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

２．多様な自然環境の保全 
 1) 環境保護地区等の適切な保全、維持管理の推進（より適切な保全・維持管理の実施に向けた手法の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・環境保護地区
市域に残る良好な緑地を「環
境保護地区」として指定し、
保全する。ふるさとの森基金
の運用益等により所有者等
に対して交付金等を交付して
いる。

熊本市全
域

環境保護地区を大切に保全
し、後世に引き継いでいくた
め、ふるさとの森基金を活用
し、指定交付金等の助成を
行う（3/31交付額の確定、4
月以降に順次交付予定）。

・損害賠償保険料：148千円
（対人5億円限度、対物1億円
限度）

環境保護地区を大切に保全
し、後世に引き継いでいくた
め、ふるさとの森基金を活用
し、指定交付金等の助成を
行う（3/31交付額の確定、4
月以降に順次交付予定）。

・損害賠償保険料：148千円
（対人5億円限度、対物1億円
限度）

7,726 7,462

これまで地権者の理解と協
力を得て大切に守られてきた
環境保護地区については、
一部で、土地所有者の高齢
化などによる管理不足の指
摘もあることから、管理実態
の把握と、効果的な維持管
理の手法などを含め今後の
制度のあり方を検討してい
く。

継続
見直し
の検
討

見直し
の検
討

無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

立田山管
理経費

・立田山憩の森の保全管理
生活環境保全林の保全管理
（下草刈、清掃、施設の維持
管理や希少種の保護等）を
実施。

立田山憩
の森

立田山憩の森において、下
草刈や樹木の支障枝の剪
定、施設の維持管理など、適
正な保全管理を実施する。

立田山憩の森において、下
草刈や樹木の支障枝の剪
定、施設の維持管理など、適
正な保全管理を実施する。 23,460 23,460

今後も適正な維持管理に努
め、多くの市民に緑豊かな憩
の森として快適な緑地の提
供を行っていく。 継続 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

金峰山等
森林管理
経費

・金峰山等森林管理
金峰山周辺にある国や民有
地と分収林契約を締結し、市
で造林を行った林地につい
て保育管理を実施（183．
31ha）。

金峰山周
辺

農水局へ業務を移管した。

- 0 -

農水局へ業務を移管する予
定

継続
事業
移管

無

環境局 環境共生
課

 2) 放置竹林対策の効果的な手法の検討・推進、農地の多面的機能の維持・発揮の取組、耕作放棄地の再生利用の推進等による里地里山の保全

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

集落機能
の維持・
活性化事
業

多面的機
能支払交
付金事業

・多面的機能の維持・発揮
地域共同により農用地、水
路、農道等の地域資源の基
礎的な保全管理活動及び地
域資源の適切な保全管理の
ための推進活動に取組む組
織に対して交付金を交付して
いる。

熊本市内
の農振農
用地ほか

熊本市秋津地域農地・水環
境保全管理協定ほか27組織
が継続して活動を行った。
また、１組織が新たに活動を
行った。
対象農用地面積7,914ha。

熊本市秋津地域農地・水環
境保全管理協定ほか27組織
が継続して活動を行う予定。
対象農用地面積7,918ha。

613,615 645,444

本事業は５ヵ年事業であり、
全28組織のうち2つの活動組
織がR２年度で終期を迎える
が、うち１組織はR３年度以
降の５ヵ年も計画を更新し活
動を継続する。

継続

市内農振
農用地面
積の80％
※達成済

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

 3) 関係機関と連携した有明海の漁場環境の保全

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

漁業生産
振興事業

水産多面
的機能発
揮対策事
業

活動組織（漁業者等）が行う
耕うん、保護区設定、生物除
去等の水域環境・漁場環境
保全に関する取組を支援す
ることで、ノリ、アサリ、ハマ
グリなどの主要水産物の安
定的な生産を図るとともに、
魚類・甲殻類の幼稚仔の生
息しやすい環境を維持する。

有明海
（管内地
先漁場）
等

前年度の結果及び実績を踏
まえて計画された令和2年度
（2020年度）事業を各活動組
織が概ね実施済。7月豪雨か
らの復旧事業も併せて実施
されている。

7月豪雨被害からの復旧を含
め、水域環境・漁場環境保全
に関する取組を継続して支
援することで、主要水産物の
安定生産に向けた資源の増
殖を促すとともに、魚類・甲
殻類の幼稚仔の生息しやす
い環境への回復を推進す
る。

7,261 6,994

国の事業期間が延長された
ことを受け、R3年度以降も事
業が継続されることとなっ
た。
しかしながら、毎年のように
豪雨や台風等による漁場環
境の悪化が繰り返されてい
ることから、国主導による抜
本的な環境回復策が望まれ
る。

実施 無

農水局 水産振興
センター

 4) 公共事業における環境アセスメントの実施、熊本市環境配慮指針の遵守等

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境配慮指針に基づく第1種
事業（一定規模以上）：チェッ
クシート作成、公共事業環境
配慮評価会議で審査
第2種事業（6,000万円以
上）：チェックシート作成

熊本市全
域

第1種事業の計画提出が
あった場合は公共事業環境
配慮評価会議で審査
第3種事業については、随時
関係各課と協議を行う。

第1種事業の計画提出が
あった場合は公共事業環境
配慮評価会議で審査予定
第3種事業については、随時
関係各課と協議を行う。 0 0

内容をより判りやすく改訂
し、掲載の環境配慮技術の
更新についても、関係各課と
の継続的な検討を行ってい
く。 継続 無

環境局 環境政策
課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

広域河川
整備経費

一級河川健軍川、藻器堀
川、鶯川の設計・改修にあた
り多自然川づくりを実施して
いる。 － －

健軍川、藻器堀川において
環境に配慮した河川改修を

予定。
137,915 124,000

熊本市公共事業環境配慮指
針に基づき、事業計画及び
整備実施の各段階で環境に
配慮した取組を行っていく。 随時 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

３．外来種対策の実施
 1) 特に対策が必要な侵略的外来種のリスト化と対策の方向性の整理、ペットや国内由来の外来種の取り扱いも含めた普及啓発

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

※検討中 対策すべき侵略的外来種と
その対策の方向性の整理（リ
ストアップ）

熊本市全
域

検討中 検討中

0 0

取組は必要だが、優先順位
を付け進めていく。

－ 検討 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（オオキンケ
イギク）
特定外来生物オオキンケイ
ギクの市民への周知、啓発
を実施

熊本市全
域

・市ホームページへの周知・
啓発記事を掲載した。

・市民からの情報提供に対
する調査や所管部署への情
報提供を継続する。

・市ホームページへの周知・
啓発記事を掲載する。また5
月開催の生物多様性の日イ
ベントにおいて、身近な外来
種としてオオキンケイギクの
展示を行う。

・市民からの情報提供に対
する調査や所管部署への情
報提供を継続する。

0 0

・オオキンケイギクについて
の周知・啓発、駆除の依頼等
を継続して実施していく。

・私有地に生育している場合
の対処が課題である。

継続 無

環境局 環境共生
課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（ヒアリ・ツマ
アカスズメバチ）
特定外来生物のヒアリ・ツマ
アカスズメバチの侵入監視、
及び市民への周知、啓発を
実施

熊本市全
域

・ツマアカスズメバチについ
て、引き続き熊本港でのト
ラップ設置による生息調査
（環境省調査、夏季）を実施
した。

・ヒアリについて、ホームペー
ジへの注意喚起及び情報提
供の記事掲載により周知す
る。また市民からの相談対応
は関係部署と連携して実施
する。

・ツマアカスズメバチについ
て、引き続き熊本港でのト
ラップ設置による生息調査
（環境省調査、春季・夏季）を
実施する。

・ヒアリについて、ホームペー
ジへの注意喚起及び情報提
供の記事掲載により周知す
る。また市民からの相談対応
は関係部署と連携して実施
する。

0 0

・引き続き侵入監視や情報提
供、関係部局と連携した市民
対応を実施する。

継続 無

環境局 環境共生
課

・外来生物対策（セアカゴケ
グモ）
特定外来生物セアカゴケグ
モの市民への周知、啓発を
実施する。

熊本市全
域

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して、セアカ
ゴケグモの情報を発信した。
・前年度より引き続き市民啓
発用のリーフレットを区役所
等の窓口に設置した。

・市政だより、市ホームペー
ジ、ラジオ等を通して、セアカ
ゴケグモの情報を発信する。
・出前講座などを通して、市
民啓発を行う。 0 0

継続実施。

継続 無

健康福祉
局

生活衛生
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

下草刈委託費

14行の経費含む
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

動物愛護
推進経費

特定動物飼養許可施設にお
ける飼養管理確認のため立
入を行う

熊本市内 特定動物飼養施設への立ち
入り指導を継続して行う。

特定動物の適正飼養管理状
況について、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策を
取りながら立入を行う。 0 0

立入指導や啓発を継続し、
逸走防止を図っていく。

4 4 6 6 7 10 年1回

健康福祉
局

動物愛護
センター

 2) 対策の緊急性が高い外来種に対する関係機関と連携にした計画的かつ効果的・効率的な防除の実施（スパルティナ属、江津湖の水草・魚類、セアカゴケグモ等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・江津湖地域の指定外来魚
の巡視、回収業務
江津湖地域における特定外
来生物等による生態系等に
係る被害の防止に関する条
例の施行に伴う指定外来魚
の巡視、回収を実施

江津湖地
域

業務委託により、釣り人の巡
視や釣り上げた指定外来魚
の回収・処分を行うとともに、
釣り人に対し条例周知のた
めのリーフレット配布を行う。
R1年度実績(R2年2月まで)
は、指定外来魚115匹、約
56kgを回収し、全て肥料用と
して専門業者に提供した。

業務委託により、釣り人の巡
視や釣り上げた指定外来魚
の回収・処分を行うとともに、
釣り人に対し条例周知のた
めのリーフレット配布を行う。

2,699 2,680

今後、釣り人や電気ショッ
カー船による指定外来魚の
回収実績等をもとに、条例の
効果を検証していく必要があ
る。
また、釣り人の更なる協力を
得るための対策の検討が必
要。

継続 無

環境局 環境共生
課ほか

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・江津湖地域における外来
魚駆除及び魚類生息状況調
査業務
電気ショッカー船を用い、指
定外来魚の駆除に加え、四
季毎の魚類の生息状況を調
査する。指定外来魚につい
て、タモ網で捕獲後、全長、
体長、重量を計測する。指定
外来魚以外の魚について、
目視で魚の種類を識別し、
記録する。

江津湖地
域

業務委託により、電気ショッ
カー船を用い、年3回の魚類
生息状況調査及び年20回の
外来魚駆除を実施した。
　R1年度の指定外来魚の捕
獲実績(R2年2月まで) は、魚
類生息状況調査では160匹、
外来魚駆除では535匹を捕
獲し、肥料用として専門業者
に提供、研究材料として大学
に提供した。

業務委託により、電気ショッ
カー船を用い、年4回の魚類
生息状況調査及び年20回の
外来魚駆除を実施予定。

3520
（1/2は上
下水道局
負担金）

3800
（1/2は上
下水道局
負担金）

今後、釣り人や電気ショッ
カー船による指定外来魚の
回収実績等をもとに、条例の
効果を検証していく必要があ
る。

継続 無

環境局 環境共生
課ほか

自然環境
保全事業

自然環境
保全経費

・外来生物対策（スパルティ
ナ属）
特定外来生物スパルティナ
属対策検討会に加入し、他
部署と連携して防除策を検
討

坪井川、
白川など

今後、協議会構成員等との
連携を継続する。

今後、協議会構成員等との
連携を継続する。

0 0

今後、協議会構成員等との
連携を継続する。

休止 再開 継続 根絶

環境局 環境共生
課

外来植物
の除去

水前寺江
津湖公園
指定管理
経費

指定管理業務の中で水前寺
江津湖公園の湖面及び水辺
に繁茂する外来植物の除去
を行う。

水前寺江
津湖公園
区域の水
面

・指定管理者において水草
刈取り船及び和船、人力によ
り水草回収作業を実施した。
・市民団体・市民ボランティア
活動により水草回収作業を
実施した。（回収した水草の
搬出は指定管理者が実施）

・指定管理者において水草
刈取り船及び和船、人力によ
り水草回収作業を実施予定
・市民団体・市民ボランティア
活動により水草回収作業を
実施予定（回収した水草の搬
出は指定管理者が実施）

41,700 41,700

・廃棄物処理料の不足のた
め、回収できる量に限界が
出ている。

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

・外来生物対策（セアカゴケ
グモ）
関連部署と連携し、通報等に
よりセアカゴケグモの生息を
確認した際はその場で駆除
を実施する。

セアカゴ
ケグモの
発生場所
及び周辺

新たな地域でセアカゴケグモ
の生息を確認した際は、その
場で駆除し、土地管理者等
へ今後の駆除の指導を行っ
た。併せて、周辺地域へ注意
喚起を行い、健康被害の発
生を予防した。

新たな地域でセアカゴケグモ
の生息を確認した際は、その
場で駆除し、土地管理者等
へ今後の駆除の指導行う。
併せて、周辺地域へ注意喚
起を行い、健康被害の発生
を予防する。

0 0

セアカゴケグモの生息域が
拡大傾向にある中、健康被
害の発生を防ぐためには、セ
アカゴケグモを発見した際の
駆除の方法を周知すると共
に、予防の知識を広く普及す
る必要がある。

継続 無

健康福祉
局

生活衛生
課

・特定外来生物対策（ヒアリ）
市民からの特定外来生物（ヒ
アリ）の相談について、他の
害虫等に関する相談業務と
同様に対応する。

熊本市
全域

在来種のアリの相談対応と
同様に、対応可能な範囲で、
顕微鏡等を用いてヒアリの相
談に対応した。

在来種のアリの相談対応と
同様に、対応可能な範囲で、
顕微鏡等を用いてヒアリの相
談に対応する。

0 0

継続実施。

継続 無

健康福
祉局

生活衛
生課

 3) 特に大きな被害が想定される外来種に係る市民・団体・専門家等と連携した広域的なモニタリング体制の構築（アライグマ等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

安定し
た農業
生産・集
出荷の
推進及
び鳥獣
による
市民へ
の直接
の被害
防止

農作物
鳥獣被
害対策
事業、
鳥獣被
害対策
事業（生
活被害
対策）

農作物被害や生活被害を及
ぼすイノシシをはじめとした
鳥獣類の駆除のほか、県や
他市町村、環境局と連携しク
リハラリスやアライグマなど
の外来生物の侵入を監視。
特に、アライグマの生息が確
認されている地区において
は、農業者や関係機関の普
及員、営農指導員、駆除隊と
連携し、目撃情報や疑わしき
被害などの情報収集に努
め、監視体制の構築を図る。

熊本市
全域

アライグマについては、環境
局が取組む生息状況調査を
注視したとともに、農業者、
農業団体、駆除隊などに対し
て、特徴・見分け方等を周知
し、発見時の情報提供を呼
びかけた。また、目撃情報や
疑わしき被害が寄せられた
場合は、環境局と連携し、現
地確認・調査等を実施した。

鳥獣被害対策については、
地域の農区や自治会等と、
勉強会を開催するとともに、
住宅地に鳥獣が寄り付かな
いよう環境整備に取組んだ。
さらに、農区や自治会、駆除
隊と連携して、現地調査を実
施するとともに、その結果を
踏まえ効果的に箱わなを設
置した。

アライグマについては、環境
局が取組む生息状況調査を
注視するとともに、農業者、
農業団体、駆除隊などに対し
て、特徴・見分け方等を周知
し、発見時の情報提供を呼
びかける。また、目撃情報や
疑わしき被害が寄せられた
場合は、環境局と連携し、現
地確認・調査等を実施する。

鳥獣被害対策については、
市民との協働による鳥獣対
策を強化することとしており、
自治会等と連携し、学習会
の開催を通じて地域住民の
鳥獣に対する意識の醸成を
図るとともに、通学路への電
気柵や生息状況に基づいた
箱わなの設置など、地域活
動に対する支援を実施する。

13,000 14,850

今後も引き続き、アライグマ
の目撃情報や生息痕跡等の
収集に努め、関係部局との
情報共有を図り、被害防止
対策を進める。

住宅地、通学路等における
イノシシやシカ等の野生動物
の出没件数が増加している
ことから、今後も引き続き関
係機関と連携し被害未然防
止対策の普及・啓発に努め
るとともに、捕獲による個体
数管理に取り組む。

継続 無

農水局 農業支
援課鳥
獣対策
室

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

 4) 施設等の管理における外来種の侵入・拡大防止の対策の実施（オオキンケイギクの駆除等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

対策すべき侵略的外来種に
関する情報提供

熊本市全
域

オオキンケイギクを始めとす
る対策すべき外来種につい
て、情報提供や駆除の協力
依頼を必要に応じ実施。

オオキンケイギクを始めとす
る対策すべき外来種につい
て、情報提供や駆除の協力
依頼を必要に応じ実施する。

環境省のアカミミガメ及びア
メリカザリガニへの対応につ
いて注視していく

0 0

対策すべき侵略的外来種に
ついて、適宜情報収集・提供
を行う。

－ 実施 無

環境局 環境共生
課

施設における侵略的外来種
の適切な除去等、侵入・拡大
防止の実施

水前寺江
津湖公園

草刈等の実施により結果とし
て、外来種の生息・生育エリ
アの拡大を防ぐ

草刈等の実施により結果とし
て、外来種の生息・生育エリ
アの拡大を防ぐ 41,700 41,700

外来種に関する知識と作業
目的の共有化

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

自然環境
保全事業

加勢川維
持管理経
費

特定外来生物（ブラジルチド
メグサやボタンウキクサ）の
除去を年1回実施している。

加勢川流
域

３月に除去作業実施 ２月に除去作業を予定してい
る。

3,000 2,000

特定外来生物（ブラジルチド
メグサやボタンウキクサ）の
除去を継続して実施してい
く。

休止 再開 継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

自然環境
保全事業

広域河川
維持補修
経費

特定外来生物（オオキンケイ
ギク）の除去を実施してい
る。

健軍川、
鶯川、藻
器堀川沿
線

健軍川の一部区間を除草を
実施（５～６月）

河川除草業務委託により6月
頃に実施予定。

13,453 11,137

特定外来種（オオキンケイギ
ク）の除去を継続して実施し
ていく。 継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

自然環境
保全事業

道路維持
保全経費

特定外来生物（オオキンケイ
ギク）の除去を実施してい
る。

龍田陳内
3,4丁目、
植木町投
刀塚

5,6月に業務委託により回収・
処分を実施予定

5,6月に業務委託により回収・
処分を実施予定

550 550

適時、対応を行っていく

継続 無

都市建設
局

北区土木
センター
道路課

４．広域的な視点での保全対策の実施
 1) 熊本地域における地下水保全対策と連携した広域的な生物多様性保全対策の推進（水源かん養林の整備、湛水事業の推進、水田等の農地の保全、硝酸性窒素削減対策の着実な推進等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

地下水量
保全対策
経費

水源かん
養林整備
経費

森林の持つ水源かん養機能
（水資源貯留、水量調節、水
質浄化、洪水緩和等）を高度
に発揮させるため、河川上流
域の水源地域において地下
水保全を目的とした森林づく
りを推進する。第6次水源涵
養林整備計画（H26～R5を策
定し、市街地を貫流し本市の
地下水とも関連の深い白川
上流域において、新規造林
事業（約76ha）を実施するほ
か、併せて、既存の森林の
保育管理（下刈、間伐等）を
実施するもの。

大津町、
西原村、
南阿蘇村

R2年度は、西原村におい
て、原野約4.0haの新規造林
を実施したほか、約50haの
下草刈等の保育管理を実
施。

R3年度は、西原村におい
て、原野約5.0haの新規造林
を実施するほか、約40haの
下草刈等の保育管理を実施
予定。

40,600 45,600

平成28年熊本地震の影響で
新規造林計画を５ヶ年から
10ヶ年に延長したため、令和
5年度まで計画的に新規造
林を実施していく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

白川中流
域かん養
推進経費

地下水量の保全を目的に、
本市の地下水の増加に最も
寄与する度合いが高い白川
中流域の転作田において、
営農の一環として行われる
湛水に対し、本市が助成金
を交付し、地下水のかん養を
図っていくもの。

白川中流
域（大津
町、菊陽
町、熊本
市東部地
域）

R2年度は、湛水期間の細分
化及び延長を行い、1,476万
トン（492ha）のかん養量を実
施した。

R3年度は、1,650万トン
（550ha）のかん養量を目指
す。

56,400 54,700

協力農家の皆様が湛水事業
に参加しやすい制度を今後
も、水循環型営農推進協議
会と協力しながら検討してい
く。

継続

人工かん
養量

1,710万ト
ン／年

環境局 水保全課

地下水を
育む取組

水道事業
会計

林野庁の法人の森制度を活
用して平成26年（2014年）に
開設した「熊本市水道の森」
を保有することによって地下
水保全に寄与するもの。

阿蘇郡
西原村

継続して「熊本市水道の森」
を適切に管理している。

継続して「熊本市水道の森」
を適切に管理していく。

0 0

今後も適切に「熊本市水道
の森」を管理していく。また、
本取組を活用した普及啓発
を検討する。

継続 無

上下水道
局

経営企画
課

 2) 阿蘇地域の草原の保全につながる取組の推進（動植物園におけるゾウの餌としての野草利用等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

動植物の
生態・習
性及び繁
殖につい
ての“調
査・研究”

・大学等研究機関との共同
研究
・東海大学との共催で市民向
けシンポジウム実施
・阿蘇の野草でゾウを育て
る。ゾウと地域環境の再生と
活用の取組

動植物園
動物ゾー
ン

阿蘇市

・東海大学との共同研究を実
施。
・10月に環境省阿蘇くじゅう
国立公園管理事務所等との
共催で草原学習実施（2回）

・東海大学との共同研究を実
施予定。
・10月に環境省阿蘇くじゅう
国立公園管理事務所との共
催で草原学習実施予定。
・東海大学との共催でシンポ
ジウムを開催予定。

0 0

・環境省阿蘇くじゅう国立公
園管理事務所との共催で阿
蘇地域における草原学習を
継続して実施していく。

休止 再開 無

経済観光
局

動植物園

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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５．環境負荷の低減を通した保全対策の実施
 1) 温暖化対策と連携した生物多様性保全対策の推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

地球温暖
化防止推
進事業

低炭素都
市づくり
戦略計画
経費

全市的な温暖化対策を推進
するために、「熊本市低炭素
都市づくり戦略計画推進協
議会」をはじめとした推進体
制を通じて、戦略計画の進
捗管理や情報共有を図って
いる。

熊本市全
域

　アクションプランの進捗管
理や温暖化対策に関する情
報共有、市民に向けた情報
発信の効果的な方法等につ
いて、引き続き検討する。
　なお、R1年度から熊本連携
中枢都市圏での地球温暖化
対策実行計画の策定を進め
ており、R2年度から本計画を
統合し推進した。

　アクションプランの進捗管
理や温暖化対策に関する情
報共有、市民に向けた情報
発信の効果的な方法等につ
いて、引き続き検討する。
　なお、R1年度から熊本連携
中枢都市圏での地球温暖化
対策実行計画の策定を進め
ており、R2年度から本計画を
統合し推進していく。

0 0

世界の気候変動状況及び国
や他都市の温暖化対策の動
向を調査するとともに、引き
続き推進体制を通じて戦略
計画の進捗管理や情報共有
を図り、行政はもとより、市民
や事業者等の役割を果たせ
るよう、全市民一体となって、
温暖化対策の着実な推進を
図っていく。

継続

温室効果
ガス削減

目標
短期目標
（2020年
度）：2007
年度レベ
ルから△

6.2％

環境局 環境政策
課温暖
化・エネ
ルギー対
策室

街なかの
緑創出事
業

市電緑の
じゅうたん
事業

・市電緑のじゅうたん事業
市電軌道敷の緑化を図り、
維持管理を実施。

熊本駅前
～田崎
橋、水道
町～花畑
町の計
935ｍ

・適正な維持管理の実施
芝刈り（6回）、施肥（2回）、潅
水（16回）、人力除草（4回）

・適正な維持管理の実施
芝刈り（6回）、施肥（2回）、潅
水（16回）、人力除草（4回）

12,094 12,400

今後も継続して緑のじゅうた
んの適正な維持管理に努め
る。
散水軌陸車の導入により委
託料の大幅な縮減を推進し
ている。

継続 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

屋上等緑
化経費

・屋上等緑化助成制度
中心市街地の新たな緑の創
出とヒートアイランド現象の
緩和、CO2の吸収を図るた
め、屋上、壁面を緑化される
方に対し助成制度を設けて
いる。

熊本市内
の市街化
区域

壁面等緑化の助成事業とし
て再開。

緑の基本計画改定に伴い、
補助率を見直し。

1,000 1,000

緑の基本計画改定に伴い、
補助率を見直し。
（緑化重点地区の補助率強
化）

休止 再開 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・公共地緑化事業
地域の核となる学校・公共施
設の緑化を実施。

熊本市内
小学校

復興期間中については、H28
年度の要望調査をもとに、優
先度の高い公共施設を選定
し、植栽工事を実施していく
予定だったがコロナ禍により
保留。

R3年度より予算削減、必要
に応じ、事業内予算で個別
に対応する。

600 0

R3年度より予算削減、年度
計画での実施は廃止し、必
要に応じ、事業内予算で個
別に対応する。

縮小
実施

保留 廃止 無

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・記念樹配布
結婚、誕生、新築、銀婚と
いった人生の節目に記念樹
を配布。

熊本市全
域

R2年度も年1回の配布を予
定。また、コロナ禍の影響に
より、配布方法を再検討。

R3年度も年1回の配布を予
定。

1,000 750

記念樹配布事業について
は、今後も継続して行う予定
だが、H29年度から年1回の
配布実施とした。また、コロ
ナ禍の影響により、配布方法
を再検討した。

継続
配布数
1,000本

環境局 環境共生
課

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・緑化市民運動
自治会や団体で行う緑化運
動に対し、樹木等の材料を
提供し、地域での緑化に対
する意識の高揚を図る。

熊本市全
域

地域の緑化活動は、景観の
向上や緑の増量だけでなく、
まちづくり・人づくりの素材と
して、引き続き事業を継続す
る。

R3年度より予算削減、

900 0

景観の向上や緑の増量だけ
でなく、まちづくり・人づくりの
素材にも寄与する事業であ
るため、他団体で実施する類
似制度を案内する。

継続 廃止 無

環境局 環境共生
課

 2) 河川の水質汚濁防止対策による水環境の保全・化学物質の適正な使用（事業場・生活排水対策、水質調査の継続、下水道への接続、浄化槽の適切な維持管理）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

水質保全
対策事業

地下水浄
化対策経
費

地下水の汚染が判明した地
区において浄化対策を実施
する。

春竹地区 引き続き、地下水浄化装置
を適切に維持管理し、地下
水の浄化対策を実施中。

引き続き、地下水浄化装置
を適切に維持管理し、地下
水の浄化対策を実施予定。 1,903 1,874

地下水の環境基準の達成に
至っていないため、継続して
浄化対策を実施していく。 継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

水質汚濁
規制経費

水質汚濁防止法等で排水規
制を受ける事業場に対し、事
前に届出を徹底させ、施設
の適正な管理を行うよう指導
するとともに、立入排水検査
により公共用水域等の水質
の保全を図る。
また、油流出等の水質汚濁
事故や苦情に対して拡散防
止等の措置を行うとともに、
未然防止に関する啓発を行
う。

熊本市全
域

引き続き、事業場が設置され
る際は、施設の適正管理と
排水基準の遵守を指導し
た。また、計画的に立入排水
検査等を行い、排水基準等
の適合状況等を確認した。
水質汚濁事故や苦情に対し
ては、拡散防止等の措置を
行うとともに、原因者に対す
る指導、市政だよりやラジオ
等により未然防止対策の啓
発を行った。

引き続き、事業場が設置され
る際は、施設の適正管理と
排水基準の遵守を指導す
る。また、計画的に立入排水
検査等を行い、排水基準等
の適合状況等を確認する。
水質汚濁事故や苦情に対し
ては、拡散防止等の措置を
行うとともに、原因者に対す
る指導、市政だよりやラジオ
等により未然防止対策の啓
発を行う。

787 859

排水基準違反や水質事故に
対して、事前の指導や啓発
活動による未然防止を図っ
ていく。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

硝酸性窒
素削減対
策経費

地下水中の硝酸性窒素削減
を目的とした「第3次熊本市
硝酸性窒素削減計画」に基
づき、施肥対策や家畜排せ
つ物対策等の発生源対策を
実施。特に、地下水の主要な
流れに位置する東部地域に
おける硝酸性窒素の負荷を
削減する目的で、共同の家
畜排せつ物処理施設の整備
を進める。

熊本市全
域

令和元年度に策定した「第4
次熊本市硝酸性窒素削減計
画」に基づき、対策を推進し
た。

「第4次熊本市硝酸性窒素削
減計画」に基づき、対策を推
進する。

212,711 225,132

「熊本市硝酸性窒素削減計
画」に基づき、対策を推進す
る。

継続 無

環境局 水保全課

水質保全
対策事業

東部堆肥
センター
管理運営
経費

東部堆肥センター（家畜排せ
つ物処理施設）を指定管理
者により管理運営し、施設の
設置目的である東部地域に
おける家畜排せつ物による
地下水への窒素負荷の削減
を図る。

東部地域 指定管理者による東部堆肥
センターの管理運営を行い、
東部地域における家畜排せ
つ物による地下水への窒素
負荷の削減や家畜の飼養に
伴う臭気の発散を軽減し、周
辺環境と調和のとれた畜産
業の発展を図った。

指定管理者による東部堆肥
センターの管理運営を行い、
東部地域における家畜排せ
つ物による地下水への窒素
負荷の削減や家畜の飼養に
伴う臭気の発散を軽減し、周
辺環境と調和のとれた畜産
業の発展を図る。

141,000 136,000

東部堆肥センターの適正な
管理運営を行い、東部地域
における家畜排せつ物によ
る地下水への窒素負荷の削
減や家畜の飼養に伴う臭気
の発散を軽減し、周辺環境と
調和のとれた畜産業の発展
を図っていく。

継続 無

環境局 水保全課

地下水量
保全対策
経費

・雨水貯
留施設助
成経費

雨水貯留施設設置に対し助
成することにより、雨水の有
効利用の促進を図る。

熊本市全
域

雨水の有効利用の促進を図
るため、雨水貯留施設設置
の助成を実施した。

R3年度から節水対策経費と
統合する。

1,500 -

地下水の保全及び水資源の
有効利用のため、今後も雨
水の有効な活用を市民に呼
びかけていく。

継続 無

環境局 水保全課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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地下水量
保全対策
経費

・節水対
策経費

市民協働で節水施策を実施
し、節水型社会形成を計画
的に進めるため、節水市民
運動を展開する。また、将来
を担う子どもたちに水の学習
を通じ、節水意識を定着さ
せ、永続的な節水行動を喚
起する。
また、節水対策の一環として
雨水貯留施設設置に対し助
成することにより、雨水の有
効利用の促進を図る。

熊本市全
域

2019年度からは2024年度を
目標に、市民1人１日あたり
の生活用水使用量を改に
210㍑と設定し、年間を通し
た節水市民運動を展開す
る。特に水使用量の増える７
月、８月を「夏季の節水重点
期間」として取組を強化した。

2019年度からは2024年度を
目標に、市民1人１日あたり
の生活用水使用量を改に
210㍑と設定し、年間を通し
た節水市民運動を展開す
る。特に水使用量の増える７
月、８月を「夏季の節水重点
期間」として取組を強化す
る。
また、雨水の有効利用の促
進を図るため、雨水貯留施
設設置の助成を実施する。

4,700 5,600

市民１人１日あたりの生活用
水使用量を210㍑と設定し、
目標の達成に向け、更なる
節水を呼びかけていく。
また、節水対策の一環とし
て、地下水の保全及び水資
源の有効利用のため、今後
も雨水の有効な活用を市民
に呼びかけていく。

継続 有

環境局 水保全課
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基本戦略４　　創る　　　　生物の生息・生育地（拠点）の創出、生態系ネットワークの向上

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生きものの生息・生育地となる緑地の創出
 1) 生物多様性の保全に資する緑化の推進（緑化助成制度における生きものの生息・生育環境創出の視点を組み込む検討等）
 2) 熊本市らしい緑のあり方や、効果的な緑の創出とネットワークの形成の検討（「森の都」の実現に向けた中心部のコアとなる緑地の創出・拡大の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

「森の都」の実現に向けた
中心部のコアとなる緑地の
創出・拡大の検討等

熊本市全
域

R1年度に引き続き、緑化計
画を改定する予定

改定した緑の基本計画に
ついて、進捗状況の評価
等を行い、見直し等を行う 15,532 0

令和3年3月に改定予定

－ 検討
進捗
管理

無

環境局 環境共生
課ほか

街なかの
緑創出事
業

緑化推進
経費

・つながり森づくり事業
個人住宅や共同住宅又
は、事業所に樹木、生垣の
植栽を行う民有地の緑化
に対して助成を実施。

熊本市全
域

事業所2件、住宅21件、生
垣植栽14件に補助金を交
付し、樹木本数969本、創
出面積577.04平米の緑化
を実施した。（R3.3.17現在）

補助要件及び補助単価に
ついて、市民や事業者が
積極的に活用しやすい制
度へと見直しを行い、より
効率的に民有地の緑化を
推進していく。
補助の対象は、引き続き事
業所・住宅・生垣植栽を予
定。

3,500 3,500

引き続き、事業のPRを積
極的に行い、生き物の生
息・生育地となる緑地の創
出に努める。

継続 800㎡
（緑の創出）

環境局

２．生物多様性に配慮した整備の推進 
 1) 生物多様性に配慮した整備・管理手法の検討（緑化手法ガイドライン等の検討等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

緑化手法等含めた緑の整
備・管理手法の検討

熊本市全
域

R1年度に引き続き、緑化計
画を改定する予定

改定した緑の基本計画に
ついて、進捗状況の評価
等を行い、見直し等を行う

15,532 0

令和3年3月に改定予定

－ 検討
施策
実施

無

環境局 環境共生
課

 2) 生物多様性に配慮した整備や再整備、管理の推進（多自然川づくりの推進、生物の生息・生育地を保全する農地・用水路の管理、公園などの整備等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

広域河川
整備経費

一級河川健軍川、藻器堀
川、鶯川の改修にあたり、
多自然川づくりを実施して
いる。

藻器堀川
（八反田3
丁目付
近）
鶯川（東
野2丁目
付近）

健軍川、藻器堀川におい
て、河川環境に配慮した河
川改修を実施。

健軍川、藻器堀川におい
て、河川環境に配慮した河
川改修を実施予定。

166,000 124,000

事業計画に基づき、河川環
境に配慮した河川改修を
実施する。

継続 無

都市建設
局

東区土木
センター
河川公園
整備課

環境に配
慮した河
川整備の
推進

準用河川
改修事業
（補助）

準用河川旧天明新川の改
修にあたり、多自然川づく
りを実施している。

旧天明新
川河川区
域（南区
御幸木部
1丁目地
先～良町
4丁目地
内）

事業計画に基づき、河川環
境に配慮した河川改修を
実施した。

事業計画に基づき、河川環
境に配慮した河川改修を
実施する。

99,000 90,000

事業計画に基づき、河川環
境に配慮した河川改修を
実施する。

継続 継続 継続 継続 無

都市建設
局

中央・西
区土木セ
ンター河
川公園整
備課

環境に配
慮した水
路整備の
推進

一般土地
改良経費
（政策）

水路改良工事において、柵
渠や魚巣ブロック等による
生態系に配慮した製品の
使用を推進している。

熊本市全
域

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備した。

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック・柵渠等）を
用いて整備予定。

129,589 138,080

必要に応じて検討

実施
なし

実施

必要
に応じ
て実
施

無

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

環境に
配慮し
た水路
整備の
推進

団体営
農業農
村整備
事業経
費

水路改良工事において、柵
渠や魚巣ブロック等による
生態系に配慮した製品の
使用を推進している。

熊本市全
域

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック、柵渠等）を
用いて整備した。

水路整備の実施において
は、生態系に配慮した製品
（魚巣ブロック、柵渠等）を
用いて整備予定。

144,325 124,100

事業計画に基づき、生態系
に配慮した水路整備を実
施する。 必要

に応
じて
実施

無

農水局 農地整備
課
北東部農
業振興セ
ンター基
盤整備課
西南部農
業振興セ
ンター基
盤整備課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

基本戦略５　　活かす　　　　めぐみの持続可能な利用

Ⅰ 個別の事業ごとの実施状況
１．生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした魅力の発信
 1) 生物多様性の魅力を市内外に発信（地下水や歴史・文化とともに生物多様性を熊本市の魅力と位置づけ、観光等で内外に発信するなど）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

くまもと水
ブランド事
業

くまもと水
ブランド情
報発信経
費

本市の財産である水を活
かした都市ブランドを形成
するため、総合的な情報発
信や、水遺産制度の推進
を図り、地下水都市・熊本
をＰＲする。

熊本市全
域（一部
県外）

環境局ホームページ内「く
まもとウォーターライフ」
や、オフィシャルウォーター
「熊本水物語」を活用し、関
係部署や機関と連携し、熊
本の魅力である地下水を
総合的にPRした。

環境局ホームページ内「く
まもとウォーターライフ」や
関係部署や機関、新たに
企業と連携し、熊本の魅力
である地下水を総合的に
PRする。
また、第４回アジア・太平洋
水サミット（2022.4..23～24
開催予定）のプレイベント
等を活用し広報事業を展
開する。
水検定については、WEB検
定を取り入れ、3級検定の
み実施する。また、水の国
高校生フォーラムを開催
し、水保全活動に取り組む
幅広い世代の人材育成を
図る。水守に対しても水保
全に関する情報提供を行
い、水守の活動情報交換
の場を設ける等仕組みづく
りに取り組む。

1,800 2,200

引き続き、ホームページや
各種イベント等での情報発
信を行うほか、企業との連
携で、地下水都市・熊本の
認知度向上を図る。
　関係部署・機関と連携し、
県外に熊本の地下水や
食、自然などの魅力を発信
する。
水保全活動に取り組む人
材を育成するため、きっか
けとなる検定事業につい
て、受検をPRしていくこと
が課題。

継続 無

環境局 水保全課

くまもと水
ブランド事
業

くまもと水
ブランド担
い手育成
推進経費

くまもと「水」検定やくまもと
水守制度の推進により、水
保全活動に取り組む人材
を育成し、水を活かした都
市ブランドの形成を図る。

熊本市中
心
（検定・水
守は対象
エリア限
定無し、
フォーラ
ムは県内
高校生）

水守に対しても水保全に関
する情報提供を行い、それ
ぞれの分野において活用
していただき、水守の活動
の情報交換の場を設ける
等仕組みづくりに取り組ん
だ。

R3年度からくまもと水ブラ
ンド情報発信経費と統合す
る。

3,000 - 継続 統合 無

環境局 水保全課

くまもと水
ブランド事
業

地下水都
市熊本空
間創出経
費

街なか親水空間、名水百
選等の水資源の活用整備
を図り、水を活かした都市
ブランドを形成する。

熊本市全
域

熊本市設置の親水施設
（5ヶ所）の維持管理を実施
する。また、既存水資源整
備について、補助金を交付
し、水の魅力を活かした空
間整備を行なった。

熊本市設置の親水施設
（5ヶ所）の維持管理を実施
する。また、既存水資源整
備について、補助金を交付
し、水の魅力を活かした空
間整備を行なう。

5,100 4,000

引き続き親水施設の維持
管理にあたり、既存水資源
整備についても、景観等の
周辺環境整備に対し補助
を行っていく。

継続 無

環境局 水保全課

食の販路
拡大・プロ
モーション
事業

本市の魅力である豊かな
自然や地下水から育まれ
た上質な農水産物のＰＲを
効果的に実施していく。

市内外 イベントの機会やホーム
ページ等での発信を通し
て、農水産物のＰＲを実
施。

イベントの機会や通信販
売、ホームページ等での発
信を通して、農水産物のＰ
Ｒを実施。

32,000 29,600

引き続き、イベントの機会
やホームページ等での発
信を通して、豊かな自然に
育まれた上質な農水産物
の魅力発信を行っていく。 継続 無

農水局 農業政策
課（農水
ブランド戦
略室）

地産地消
事業（新
生活様
式）

直売所の
利用促進
事業

地産地消
フェア開
催経費

　直売所の利用促進を目
的として、生産者が消費者
に向けて農産物の品質・出
荷情報をリアルタイムで発
信するアプリを導入するこ
とで地産地消を推進する。
　また、地産地消フェアを
開催することで、農水産物
の魅力をPRし、地産地消を
推進する。

市内外

-

　生産者が消費者に向け
て出荷情報等をリアルタイ
ムで発信するアプリを導入
することで、通販を含め直
売所の利用促進につなげ
る。
　また、オンライン販売によ
る地産地消フェアやコロナ
ウイルス感染症のリスクレ
ベルが低い場合は、対面
式のフェアを開催し、農水
産物の魅力をPRする。

- 25,400

　直売所の利用促進につ
ながる取組や地産地消フェ
アの開催を通して、豊かな
自然に育まれた上質な水
産物の魅力を発信し、地産
地消を推進する

実施 無

農水局 農業政策
課（農水
ブランド戦
略室）

２．生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした地域づくりの推進 
 1) 生物多様性とかかわる湧水、地形、歴史・文化など地域の魅力の発掘とこれらを活かした地域づくりの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域の魅力発掘ワークショップ等、竹林対策と資源の有効活用の検討、フットパス等の資源を活かした地域づくり・観光（エコツーリズム）等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

観光客受
入対策事
業

九州自然
歩道利用
拠点施設
管理経費

金峰森の駅みちくさ館を核
に周辺の観光資源を活用
し金峰山一帯の観光レクリ
エーション及び地域の振興
を図る中で、景観、環境づ
くりを行っている。

河内地区 金峰森の駅みちくさ館（指
定管理施設）の運営におい
て「ホタルまつり」や自主事
業イベント等を開催予定と
していたが、コロナウイル
ス感染拡大防止のため中
止とした。

「ホタルまつり」や自主事業
イベント等を開催予定。
森林環境教育の一環とし
て、森林の多面的機能等
のパネルを展示。 6,574 6,574

今後も金峰森の駅みちくさ
館を核に、金峰山エリアや
森林の魅力を広く発信する
事業に取り組むことで地域
の振興を図る予定。 継続 無

農水局
(R1年度
事業移
管)

農業政策
課(森づく
り推進室)

託麻三山
散策
ウォーキ
ング事業

まちづくり
推進経費

歴史ある託麻三山の魅力
を発信することを目的とし、
地域の団体と協働で散策
マップを作成した。マップを
基にウォーキングを予定。
（地元で史跡めぐりを行っ
ている）

託麻エリ
ア

地元団体と共同で開催した
託麻三山ウォーキング事
業は、地域主催で継続して
実施。

- 0 -

地域で大切に守られている
自然環境を将来にわたって
保全・活用するとともに、周
辺住宅地との共存のため、
ごみの適正処理や清掃活
動などの生活環境の美化
に取り組むまちづくりを推
進していく予定。

中止 中止 実施 実施 終了 - 無

東区役所 総務企画
課

まちづくり
推進活性
化事業

まちづくり
推進経費

・お宝マップ作成経費
　金峰山系エリアのマップ
を作成
　自然を含めた魅力をマッ
プに掲載

西区 在庫がなくなるまで、適宜、
必要に応じて配布する。

在庫がなくなるまで、適宜、
必要に応じて配布する。

- -

西区のエリアマップの作成
は平成30年度で終了した
が、作成したマップの配布
など、どう広報に活かすか
が課題。

継続 終了 － － - 無

西区役所 総務企画
課

西区魅力
アップチャ
レンジプ
ログラム
事業

まちづくり
推進経費

熊本地震により大きなダ
メージを受けた「熊本港」の
復旧復興状況をPRすると
ともに、熊本市西区の「地
域の宝」として魅力ある熊
本港の利用を促進し、賑わ
い創出を図る。

熊本市内 熊本市の海の玄関口であ
る熊本港で、子どもから高
齢者まで参加でき、西区の
自然を身近に感じることが
できる釣り大会を開催予定
だったが、新型コロナウィ
ルス感染症対策のため、
中止となった。

熊本市の海の玄関口であ
る熊本港で、子どもから高
齢者まで参加でき、西区の
自然を身近に感じることが
できる釣り大会を開催予
定。 200 200

3年間のみ負担金を交付予
定であるため、その後の事
業継続が課題。

-

事業
コンテ
ストの
開催

釣り大
会開
催

釣り大
会開
催

中止
釣り大
会開
催

無

西区役所 総務企画
課

西区魅力
アップチャ
レンジプ
ログラム
事業

まちづくり
推進経費

・手ぶらで参加できるキャ
ンプを開催。
西区の山の恵みの魅力を
発信し、賑わい創出と活性
化を図る

金峰山エ
リア

金峰山少年自然の家の敷
地内で、手ぶらで自然に浸
り、非日常の空間を味わう
ことのできるキャンプを開
催だったが、新型コロナ
ウィルス感染症対策のた
め、中止となった。

金峰山で、手ぶらで自然に
浸り、非日常の空間を味わ
うことのできるキャンプを開
催予定。

400 400

3年間のみ負担金を交付予
定であるため、その後の事
業継続が課題

- -

事業
コンテ
ストの
開催

手ぶ
らで

キャン
プの
開催

中止

手ぶ
らで

キャン
プの
開催

無

西区役所 総務企画
課

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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令和２年度（２０２０年度）　熊本市生物多様性関連事業実施状況（詳細） 資料3-2

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

西区金峰
山系エリ
アまちづく
り事業

まちづくり
推進経費

・金峰山系エリア魅力発信
事業
　金峰山系エリアの魅力を
発信する事業を行政と地
域が協働で発信。年2回イ
ベントを実施。

金峰山エ
リア

継続して11月23日にウォー
キングを実施。

継続して11月23日にウォー
キングを実施予定。

800 800

今後も金峰山エリアの魅力
を発信する事業を継続予
定。

継続 無

西区役所 河内まち
づくりセン
ター・河内
交流室

まちづくり
推進事業

南区まち
づくり推
進経費

・「南区を知ろう」（情報発
信・共有）事業
南区の自然・風景・名所・
歴史などを掲載した「まち
歩き手帖」を活用して、地
域の隠れた資源や魅力の
再発見につなげる。

南区全域 まち歩き手帖第3版の改訂
版を作成する予定であった
が、在庫にまだ余裕がある
ため、令和2年度は実施し
ない。引き続き、まち歩き
手帖の区役所やまちづくり
センター等での配布を行
う。

まち歩き手帖第3版の改訂
版を作成予定。
引き続き、区役所やまちづ
くりセンター等での配布を
行う。

0 884

まち歩き手帖は第1版～第
4版まであり、第3版と第4版
については在庫に余裕が
ある状態。在庫状況次第で
改訂版を作成していく。

継続 無

南区役所 総務企画
課

 2) 生物多様性と地下水、歴史・文化を活かした水前寺江津湖公園の利活用のあり方の検討・推進

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

水前寺江
津湖公園
利活用・
保全計画
の推進

全国都市
緑化フェ
ア開催推
進経費

水前寺江津湖公園の利活
用及び保全の方針につい
てまとめた計画を推進す
る。

水前寺江
津湖公園
一帯

計画に位置づけた個別事
業のうち、ハード整備につ
いて実施した。（環境調査
については、コロナ対策を
優先させるため先送り）

計画に位置づけた個別事
業を実施する。

0 7,800

関係課や関係団体、地域
住民との調整、市民全体の
コンセンサス形成

中断
素案
の作
成

協議
会立
ち上
げ

計画
の策
定

事業
実施

無

都市建設
局

公園課

３．生物多様性と地下水を活かした農林水産業の推進 
 1) 生物多様性や地下水に配慮した農水産業の推進（グリーン農業の推進、漁場環境の保全と資源管理等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

環境に配
慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの
推進

環境保全
型農業総
合支援対
策経費
（環境保
全型農業
直接支払
事業）

化学肥料や化学農薬を５
割以上低減する取組等に
対する支援

市内全域 地球温暖化防止等に効果
の高い環境保全型農業に
取り組む農業者に対して支
援を行った。

地球温暖化防止等に効果
の高い環境保全型農業に
取り組む農業者に対して支
援を行う。

9,364 7,536

継続した支援を行うことで、
農業が有する環境保全機
能を一層発揮させる。

継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課環境に配

慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの
推進

熊本市夢
と活力あ
る農業推
進事業
（安全安
心・環境
対策支援
事業）

化学肥料や化学農薬低減
技術への取組に対する補
助

市内全域 市独自の補助事業である
「夢と活力ある農業推進事
業」により天敵等の生物農
薬導入等に係る経費を支
援することで、化学肥料及
び化学農薬使用量の低減
を推進する。

市独自の補助事業である
「夢と活力ある農業推進事
業」により天敵等の生物農
薬導入等に係る経費を支
援することで、化学肥料及
び化学農薬使用量の低減
を推進する。

41,000
の内数

30,700
の内数

今後も化学肥料や化学農
薬低減技術への取組に対
して支援することで、引き
続き安全・安心な農産物づ
くりを推進する。 継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

環境に配
慮した農
業及び安
全・安心
な農産物
づくりの
推進

熊本市夢
と活力あ
る農業推
進事業
（環境対
策整備事
業）

土づくりや堆きゅう肥の製
造・利用拡大等を目的とし
た施設機械導入に対する
補助

市内全域 市独自の補助事業である
「夢と活力ある農業推進事
業」により堆肥化処理施設
整備等に係る経費を支援
することで、家畜排せつ物
の適正処理・利用促進を図
る。

市独自の補助事業である
「夢と活力ある農業推進事
業」により堆肥化処理施設
整備等に係る経費を支援
することで、家畜排せつ物
の適正処理・利用促進を図
る。

41,000
の内数
（再掲）

30,700
の内数
（再掲）

今後も土づくりや堆きゅう
肥の製造・利用拡大等を目
的とした施設機械導入に対
して支援する。

継続 無

農水局 農業支援
課
北東部農
業振興セ
ンター農
業振興課
西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

 2) 生物多様性や地下水とのつながりをアピールした地元農水産物のブランド化及び地産地消・消費拡大の推進（グリーンツーリズム、6次産業化による消費拡大の推進等）

事業・取組 細事業 事業・取組の内容（概要） 実施エリア R2年度の実施状況 R3年度の実施予定 R2事業費
（千円）

R3予算内示額
（千円）

課題・今後の見通し H28 H29 H30 R1 R2 R3 数値目標
（別途あれば）

局 課

まちづくり
推進事業

まちづくり
推進経費

・子ども農山漁村交流事業
小中学生の子どもたちを対
象に宿泊体験教室を活用
した地域文化体験や農業
体験を実施し、西区農産物
の魅力の情報発信につな
げる。

西区 まちづくり推進事業として
西区フェスタを実施する中
で、地元農産物の消費拡
大、情報発信のために農
産物等を販売する。（3月中
旬実施予定）
当該事業の枠組みではな
いが、子どもたちに地元農
水産物の理解を深めてもら
うためみかん収穫体験、JA
選果場の受入れやみかん
などの直売をJAと連携して
実施している。

まちづくり推進事業として
西区フェスタを実施する中
で、地元農産物の消費拡
大、情報発信のために農
産物等を販売する。（3月中
旬実施予定）
当該事業の枠組みではな
いが、子どもたちに地元農
水産物の理解を深めてもら
うためみかん収穫体験、JA
選果場の受入れやみかん
などの直売をJAと連携して
実施している。

0 0

西区フェスタでの農産物等
の販売は継続していく。
当該事業の枠組みではな
いが、JAと連携したみかん
等の直販及び子どもたちに
みかんの学習をしてもらう
ために県・JAと連携した選
果場の受入れを継続して
いく。

実施 無

農水局 西南部農
業振興セ
ンター農
業振興課

水産業地
域交流促
進事業

市民と水
産業の交
流促進事
業

・水産物フェアの開催
　本市の水産物（ノリ・アサ
リ・ハマグリ等）の認知度向
上と消費拡大を図る。

びぷれす
広場

コロナ禍の影響により本年
度事業については中止と
なった。

コロナ禍の終息を確認後、
例年並みの事業を実施す
る予定。

637 637

漁業後継者主体の事業展
開を図るために、開催時期
をノリ養殖業の閑期である
5～6月頃に変更する予定
としていたが、コロナ禍の
影響により延期、中止と
なった。現時点では、来年
度の開催時期を見極める
ことが困難なため、改めて
関係機関及び他部署との
調整後、開催時期を決定
する予定。

継続 無

農水局 水産振興
センター

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）

今後のスケジュール（予定）
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